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町の話題／除雪ボランティアほか一 一憩～H

湯鳥だより、墨創プラン・・ 一12～亙3

回圏回團
翻鍵》蟹驚磯難》
がロ

海　ちゃん　村霞　信吾・かお1）さん

　　　　　　　　湯本（千浦屋／

大溝ちゃん　小野塚敬之・智子さん

　　　　　　　　藤倉（豊則〉

雪乃ちゃん　小賢塚康彦・紀久江さん

　　　　　　　　湯　霞（ヤマキヤ〉

窃《糟謬《鶴電》

滝澤寅松さん　89歳　天水越（あめや）

相澤久子さん　73歳　水　梨（璽助〉

佐藤サウさん　79歳　天水越（松本／

俵藤…二さん　60歳　天水越（撫暮）

※12月27羅からi月叙績までの庸出分です．

※広鰻に載せてほしくない方は、屑欝のと

　きに窓鑓にお謡ください。

ぽくの絵わたしの絵　松之山保育所

謎 蝿
　　　　　版函のトラ
　トラグ）建が上手紅露け豪した。シッボがむずか

しかったけど、大きなトラが欝けてうれしいです。

　　端　　、・鹸

　くうさぎ絡〉

せお　や　み　か

闘谷葵歌ちゃん

　く黒倉・単村）

　　　町の動き
　　　　　　　2揮ま繍競盗

　　総人鑓3き363人（一P

　　　　男王，639入（一2〉

　　　　女董．7簗人（＋1）

　　徽帯数玉，王44戸（一2〉

　　　（〉内は蔀月との北較

町民憲章、蒙窪憩53、搭7月謝建

　わたしたぢは松之1，購1観ですゆ郷烹を愛し、

みんなでよりよい織1》づくりをしようゆ

町茎の倉欝葉
三、簗しい緑と鮒の中で

　　心憂かな人慰なろう
王、ヅナ｛7）季轡力§薄嶽津し禽ロう・よう載二

　　連帯の・ら・をもとう

　　　　　　ゆ1、湧きいづる湯撮のよう続
　　　翻進の力登翻めよう

〈うさぎ組〉

ひぐぢ　　まもる

機P衛くん
（兎口・坂中〉

．

礁
騨

　　　　　版爾のトラ
大きなシツボがむずかしかった．こわそうな

トラカ§窪，けてよカレ）たで響、、

温泉定休臼
・貯　　　温泉センター

2月 5　・12●19●26

3丹 5．12・19・26
飼し　　　　　隷

翠の湯は冬期闘休業です。

◆董月のできごと

5鷺

7臼

9沼

12欝

1灘

258
2獺

官庁仕事始め

潟東スキー場営業醐始

町瀬防鐡患初め式

町選挙管理委眞会

婿投げ、すみぬり祭1）

新春麟碁大会

圏建資産評緬審奮委翼会

29臼　農業委員会総会

◆2月総9～3月15βの予定

節黛　浦鑓地区冬季体鷺大会

照1ヨ　議会総務畏盤委翼会

i罎　地区スキー大会

　　　（松之山・松量〉

3鷺　安高松之山分校卒業式

王礁議会定例会く～三韻予定！

隻2臼中掌校卒業式

▼
一
得
後
半
は
、
毎
繕
よ
く
霧
が
降

り
藻
し
た
。
小
蕉
月
濠
で
の
小
讐
が

う
そ
の
よ
う
で
す
箒
　
｝
月
束
環
窪
の

積
雲
は
、
役
場
萬
観
灘
で
二
〇
七
艘
、
。

雪
の
量
は
そ
ん
な
鑓
多
い
と
は
思
い

蜜
せ
ん
が
、
鉛
色
の
嬢
か
ら
毎
譲
毎

顯
嚢
が
降
り
続
き
餓
持
ち
も
め
い
っ

て
し
塞
い
ま
し
た
。
週
束
ご
と
の
罎

根
の
灘
下
ろ
し
で
体
も
ガ
タ
ガ
タ
．

も
う
、
雪
は
た
く
さ
ん
で
す
。
▼
小

雪
で
心
配
審
れ
た
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
二
月
七
嬢
に
闘
幕
。
鐵
塞
選
事

の
活
躍
が
餓
に
な
り
、
夜
遅
く
ま
で

テ
レ
ビ
観
戦
で
す
．
二
十
二
懸
こ
ろ

ま
で
寝
不
建
の
日
が
続
き
そ
う
で
す
。

編
集
室
か
ら

」6

ー
創
o
o
の
ー
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み
駕
な
灘
進
め
る
紙
の
繊
鯖
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参諺
も纏べ礫繧麹て事さ犠i纒，　　、麟欝輔醸灘

　
年
々
増
え
続
け
る
こ
み
ー
－
　
二
の
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
消
費
者
で
あ
る

皆
さ
ん
の
カ
が
必
要
で
す
、
町
が
行
う
分
甥
叡
集
㍍
協
力
す
る
、
不
必
饗
な
容

器
包
装
を
遷
け
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
商
贔
を
選
ぶ
な
ど
で
す
。
凶
月
か
ら

ご
み
の
分
別
牧
藥
に
「
古
紙
篇
が
撫
わ
移
七
分
劉
と
な
り
ま
す
。
古
紙
は
再
生

さ
れ
、
新
た
な
製
品
と
し
て
隻
ま
れ
変
わ
移
ま
す
．
今
月
は
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル

と
、
四
丹
か
ら
始
ま
る
七
分
別
腹
集
に
つ
い
て
お
矩
ら
せ
し
ま
す
。

　
新
聞
紙
、
週
潤
誌
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
…
、
O
A
粥
紙
：
・
：
・
：
：
。

わ
た
し
た
ち
は
、
実
に
多
く
の
紙
製

鹸
に
翻
ま
れ
て
生
濡
し
て
い
ま
す
。

紙
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
木
材
か
ら

で
き
て
い
ま
す
が
、
　
｝
度
使
わ
れ
た

紙
「
古
紙
』
を
再
挑
し
て
紙
の
原
料

と
し
て
使
え
ば
、
森
林
資
源
の
蕎
効

利
趨
や
ご
み
の
滅
簸
な
ど
、
地
球
環

境
を
嘗
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
今
、
紙
の
ソ
サ
イ
ク
ル
が
積
極
的

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
溝
費
春
と
し
て
は
、
吉
紙
の
分
甥

働
収
に
協
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

盤
ま
れ
変
わ
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
製
最

を
、
盗
濡
の
な
か
で
も
っ
と
使
っ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
、

ま
ず
は
分
劉
か
ら

　
古
紙
を
瀬
収
に
出
す
と
き
は
豪
ザ
、

種
類
ご
と
に
分
別
し
、
さ
ら
£
ヒ
モ

な
ど
で
し
っ
か
り
ま
と
め
ま
す
。
こ

れ
は
、
古
紙
が
種
類
続
よ
っ
ザ
秘
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
紙
に
再
焦
さ
れ
る
か

ら
で
す
．
例
え
ば
、
段
ボ
ー
ル
は
段

ボ
…
ル
や
紙
筒
に
、
雑
誌
は
ボ
ー
ル

箱
や
絵
本
舐
、
新
齎
は
新
聞
粥
紙
や

週
刊
誌
、
麟
刷
用
紙
砿
、
隼
貌
パ
ッ

ク
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ベ
ー
、
バ
ー
や
テ
ィ

ッ
シ
謀
ぺ
…
バ
ー
な
ど
に
熱
蒙
れ
撚
撫

わ
り
ま
す
．
濠
た
、
こ
こ
で
濡
慧
し

た
い
の
は
、
紙
の
原
料
に
な
♂
な
い

も
の
｝
，
リ
サ
イ
ク
ル
灘
難
酷
振
を
古

紙
の
な
か
に
混
ぜ
な
い
編
と
で
す
。

《
髭
な
リ
サ
イ
ク
ル
園
難
鹸
》

・
紙
に
羅
す
る
も
の
穀
窓
の
つ
い
た

　
鮒
筒
、
ピ
諾
ー
ル
コ
…
ト
紙
、
紙

　
鷲
ッ
プ
な
ど
の
ワ
ッ
ク
ス
加
工
紙
、

　
写
轟
、
合
成
紙
な
ど

・
紙
以
外
の
も
の
鋒
粘
養
テ
ー
プ
、

　
ワ
ッ
ペ
ン
類
、
フ
ァ
イ
ル
の
金
鰯
、

　
金
鵬
の
ク
リ
ッ
プ
類
な
ど

　
こ
れ
ら
リ
サ
イ
ク
ル
鑓
難
晶
を
混

ぜ
な
い
こ
と
で
、
古
紙
の
緬
値
が
、
醐

豪
り
、
よ
り
良
質
な
紙
に
再
生
港
れ

る
の
で
す
。

　
分
刷
懸
収
庶
よ
っ
て
古
紙
は
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
ウ
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
で
は
、
本
当
の
り
ー
ず
ク
ル
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
盆
家
れ
変
わ
っ
た

紙
製
繍
が
み
な
さ
ん
に
爽
際
に
購
入

さ
れ
、
縫
湧
諏
へ
㌔
れ
て
初
め
て
リ
サ
イ

ク
ル
は
成
り
立
ち
ま
す
．

グ
リ
…
ン
マ
ー
ク
が
目
印

　
古
紙
を
再
焦
利
用
し
た
製
碍
、
の
多

く
に
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
」
が
袈

㎜
箪
評
ご
れ
て
い
ま
す
謄
リ
サ
イ
ク
ル
製

繍
を
選
択
す
る
と
き
の
躍
印
紅
し
て

く
だ
さ
い
。
わ
た
し
た
ち
が
積
極
的

に
再
盤
舐
を
使
薦
す
れ
ば
、
紙
の
リ

サ
イ
ク
ル
も
よ
り
活
発
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
家
す
。
こ
う
し
た
、
み

な
さ
ん
の
行
動
が
、
森
林
資
源
の
禽

効
活
粥
や
地
球
環
境
の
保
護
載
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
．
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濃
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嚢
響
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地
勢
碁
多
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源
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鐡
園
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行
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灘
体
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集
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①
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落
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穣
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イ
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繋
象
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蓼
護
す
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屡
霧
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こ
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．
個
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や
事
叢
内
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み
の
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収
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せ
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②
團
収
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
最
羅
を
津
南
地
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衛
生
施
㎜
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設
総
奮
濠
で
灘
接
搬
入
で
き
る
こ
と
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ま
で
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た
だ
し
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以
降
も
随
時
受
付
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ま
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口
鷺
録
手
続
壽

　
　
登
録
め
受
付
朗
闘
中
は
「
登
録
串
請
露
し
を
津
爾
地
域

　
衛
生
施
設
組
合
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
な
お
、
申
講
粥
紙
は
購
保
健
ゼ
ン
タ
ー
内
の
保
健
橿
祉
．

　
謙
衛
盤
禰
祉
係
に
溺
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

口
》
サ
イ
ク
ル
対
象
贔
臼

　
①
欝
紙
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
・
チ
ラ
シ
〉

②
ス
チ
ー
ル
飯

③
ア
ル
ミ
奮

G
リ
サ
イ
ク
ル
奨
励
金
　
ユ
キ
窃
憲
た
り
4
円

口
問
い
合
わ
せ
先

　
　
群
し
い
内
審
や
不
明
な
点
は
、

　
係
（
費
6
－
3
7
の
5
）
、

　
組
禽
（
燈
0
2
5
7
－
6
5
…
3
4
9
5
）

　
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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｝

　
一
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ー
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ー
筆
ー
｛
…
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I
o
り
o
り
O
I

み
駕
な
灘
進
め
る
紙
の
繊
鯖
馨
タ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
っ
と
僅
お
う
魏
瀧
離
タ
ル
製
晶

脚
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶺
財
・
、
　
　
　
　
　
卜

、

参諺
も纏べ礫繧麹て事さ犠i纒，　　、麟欝輔醸灘

　
年
々
増
え
続
け
る
こ
み
ー
－
　
二
の
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
消
費
者
で
あ
る

皆
さ
ん
の
カ
が
必
要
で
す
、
町
が
行
う
分
甥
叡
集
㍍
協
力
す
る
、
不
必
饗
な
容

器
包
装
を
遷
け
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
商
贔
を
選
ぶ
な
ど
で
す
。
凶
月
か
ら

ご
み
の
分
別
牧
藥
に
「
古
紙
篇
が
撫
わ
移
七
分
劉
と
な
り
ま
す
。
古
紙
は
再
生

さ
れ
、
新
た
な
製
品
と
し
て
隻
ま
れ
変
わ
移
ま
す
．
今
月
は
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル

と
、
四
丹
か
ら
始
ま
る
七
分
別
腹
集
に
つ
い
て
お
矩
ら
せ
し
ま
す
。

　
新
聞
紙
、
週
潤
誌
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
…
、
O
A
粥
紙
：
・
：
・
：
：
。

わ
た
し
た
ち
は
、
実
に
多
く
の
紙
製

鹸
に
翻
ま
れ
て
生
濡
し
て
い
ま
す
。

紙
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
木
材
か
ら

で
き
て
い
ま
す
が
、
　
｝
度
使
わ
れ
た

紙
「
古
紙
』
を
再
挑
し
て
紙
の
原
料

と
し
て
使
え
ば
、
森
林
資
源
の
蕎
効

利
趨
や
ご
み
の
滅
簸
な
ど
、
地
球
環

境
を
嘗
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
今
、
紙
の
ソ
サ
イ
ク
ル
が
積
極
的

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
溝
費
春
と
し
て
は
、
吉
紙
の
分
甥

働
収
に
協
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

盤
ま
れ
変
わ
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
製
最

を
、
盗
濡
の
な
か
で
も
っ
と
使
っ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
、

ま
ず
は
分
劉
か
ら

　
古
紙
を
瀬
収
に
出
す
と
き
は
豪
ザ
、

種
類
ご
と
に
分
別
し
、
さ
ら
£
ヒ
モ

な
ど
で
し
っ
か
り
ま
と
め
ま
す
。
こ

れ
は
、
古
紙
が
種
類
続
よ
っ
ザ
秘
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
紙
に
再
焦
さ
れ
る
か

ら
で
す
．
例
え
ば
、
段
ボ
ー
ル
は
段

ボ
…
ル
や
紙
筒
に
、
雑
誌
は
ボ
ー
ル

箱
や
絵
本
舐
、
新
齎
は
新
聞
粥
紙
や

週
刊
誌
、
麟
刷
用
紙
砿
、
隼
貌
パ
ッ

ク
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ベ
ー
、
バ
ー
や
テ
ィ

ッ
シ
謀
ぺ
…
バ
ー
な
ど
に
熱
蒙
れ
撚
撫

わ
り
ま
す
．
濠
た
、
こ
こ
で
濡
慧
し

た
い
の
は
、
紙
の
原
料
に
な
♂
な
い

も
の
｝
，
リ
サ
イ
ク
ル
灘
難
酷
振
を
古

紙
の
な
か
に
混
ぜ
な
い
編
と
で
す
。

《
髭
な
リ
サ
イ
ク
ル
園
難
鹸
》

・
紙
に
羅
す
る
も
の
穀
窓
の
つ
い
た

　
鮒
筒
、
ピ
諾
ー
ル
コ
…
ト
紙
、
紙

　
鷲
ッ
プ
な
ど
の
ワ
ッ
ク
ス
加
工
紙
、

　
写
轟
、
合
成
紙
な
ど

・
紙
以
外
の
も
の
鋒
粘
養
テ
ー
プ
、

　
ワ
ッ
ペ
ン
類
、
フ
ァ
イ
ル
の
金
鰯
、

　
金
鵬
の
ク
リ
ッ
プ
類
な
ど

　
こ
れ
ら
リ
サ
イ
ク
ル
鑓
難
晶
を
混

ぜ
な
い
こ
と
で
、
古
紙
の
緬
値
が
、
醐

豪
り
、
よ
り
良
質
な
紙
に
再
生
港
れ

る
の
で
す
。

　
分
刷
懸
収
庶
よ
っ
て
古
紙
は
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
ウ
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
で
は
、
本
当
の
り
ー
ず
ク
ル
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
盆
家
れ
変
わ
っ
た

紙
製
繍
が
み
な
さ
ん
に
爽
際
に
購
入

さ
れ
、
縫
湧
諏
へ
㌔
れ
て
初
め
て
リ
サ
イ

ク
ル
は
成
り
立
ち
ま
す
．

グ
リ
…
ン
マ
ー
ク
が
目
印

　
古
紙
を
再
焦
利
用
し
た
製
碍
、
の
多

く
に
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
」
が
袈

㎜
箪
評
ご
れ
て
い
ま
す
謄
リ
サ
イ
ク
ル
製

繍
を
選
択
す
る
と
き
の
躍
印
紅
し
て

く
だ
さ
い
。
わ
た
し
た
ち
が
積
極
的

に
再
盤
舐
を
使
薦
す
れ
ば
、
紙
の
リ

サ
イ
ク
ル
も
よ
り
活
発
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
家
す
。
こ
う
し
た
、
み

な
さ
ん
の
行
動
が
、
森
林
資
源
の
禽

効
活
粥
や
地
球
環
境
の
保
護
載
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
．
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推
進
団
体
を
募
集
し
ま
す
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

驚
濃
璽
嚢
響
猿
、
地
勢
碁
多
ル
璽

源
の
集
鐡
園
収
を
行
う
灘
体
を
幕
集
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
鱗
欝
野
鰭
講
靴
執
劇
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磁
旛
募
資
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㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
①
集
落
や
地
饗
簿
の
広
範
穣
地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル
繋
象
最
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

蓼
護
す
る
屡
霧
る
こ
と
．
個
人
や
事
叢
内
2

　
み
の
欝
収
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
②
團
収
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
最
羅
を
津
南
地
域
衛
生
施
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
設
総
奮
濠
で
灘
接
搬
入
で
き
る
こ
と
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｝
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ロ
登
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期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
平
成
王
o
雄
4
月
1
霞
（
水
）
～
平
成
1
0
年
4
月
3
0
田
（
木
）
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
で
。
た
だ
し
、
以
降
も
随
時
受
付
け
ま
す
．
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

口
鷺
録
手
続
壽

　
　
登
録
め
受
付
朗
闘
中
は
「
登
録
串
請
露
し
を
津
爾
地
域

　
衛
生
施
設
組
合
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
な
お
、
申
講
粥
紙
は
購
保
健
ゼ
ン
タ
ー
内
の
保
健
橿
祉
．

　
謙
衛
盤
禰
祉
係
に
溺
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

口
》
サ
イ
ク
ル
対
象
贔
臼

　
①
欝
紙
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
・
チ
ラ
シ
〉

②
ス
チ
ー
ル
飯

③
ア
ル
ミ
奮

G
リ
サ
イ
ク
ル
奨
励
金
　
ユ
キ
窃
憲
た
り
4
円

口
問
い
合
わ
せ
先

　
　
群
し
い
内
審
や
不
明
な
点
は
、

　
係
（
費
6
－
3
7
の
5
）
、

　
組
禽
（
燈
0
2
5
7
－
6
5
…
3
4
9
5
）

　
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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1
寸
o
り
の
ー

　　　　　　　　媒搬

◎
侮
’

些
《
馬
隻
4

蟻　　庶駄

入
居
者
募
集

　
町
で
は
住
電
事
惰
を
改
善
す
る
た
め
、
平
成
八
年
度
か
ら
町
営
住
宅
の
建
設

を
進
め
て
き
ま
し
た
．
昨
年
度
の
「
第
二
國
地
」
に
続
い
て
、
今
葎
度
は
町
轡
麟

住
宅
「
渋
海
団
地
」
を
建
設
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
鰯
地
も
黒
月
い
っ
ば
い
で

兜
成
し
ま
す
、
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
凶
月
か
ら
供
爾
が
醐
始
さ
れ
ま
す
が
、
今

月
は
新
し
く
兜
成
し
た
「
渋
海
鐡
地
㌧
の
紹
介
と
入
罵
餐
の
募
集
要
項
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
町
営
住
宅
第
二
鐡
地
が
四
月
か
ら
コ
戸
分
空
家

と
な
り
ま
す
の
で
、
　
併
せ
て
入
居
餐
を
募
集
し
ま
す
．

渋
海
団
地
の

　
入
居
者
を
募
集

　
購
営
銚
竃
「
渋
海
繊
地
」
紅
入
農

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
暮
集
要

項
に
よ
り
お
購
し
込
み
く
だ
さ
い
．

ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

㎜
往
懲
の
種
類
一

r
ー
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
」

　
特
定
公
薬
賃
貸
触
塞

「
多
髪
多
委
…
手
…
…
垂
…
蕃
…
書
…
」

㎜
建
竃
の
勝
在
地
㎜

ド
…
…
…
…
…
…
ー
…
…
…
ー
ー
し

　
松
之
山
瞭
大
字
浦
醗
騰
番
地
5

、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
謡

㎜
戸
数
及
び
規
膜
等
㎜

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

門
亨
、
手
｝
奪
。
多
。
塾
多
｝
…
…
…
…
ミ
・

①
全
　
4
芦

②
ア
当
た
り
の
獅
積
　
9
¢
・
姫
．
群

③
木
造
嵩
旅
二
階
建

　
（
2
L
・
D
K
）

ヘ
ロ
ぎ
キ
ぎ
ド
き
を
コ
き
モ
ド
き
チ
モ
を
き
き
ト
き
き
　
ゑ
り

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

｝
入
屠
者
の
資
格
㎜

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

“
…
；
…
…
…
i
…
…
…
…
…
」

イ
、
厭
剛
階
麟
鑓
鰯
す
る
蕎

　
①
燐
得
要
件
鋒
入
蔵
薮
及
び
岡
繕

　
　
親
族
の
所
得
を
合
わ
せ
た
額
が

　
　
2
0
万
円
を
超
え
3
2
万
2
千
円
以

　
　
下
。
　
（
穏
収
換
算
）

　
②
自
ら
屠
住
要
件
舞
懲
ら
繕
紘
す

　
　
る
た
め
、
住
署
を
必
要
と
し
て

　
　
い
る
こ
と
．

　
③
岡
繕
親
旗
要
件
諺
同
総
す
る
親

　
　
族
を
脊
す
る
こ
と
．

鷺
、
災
審
、
不
良
催
竃
の
撤
巌
等
の

　
　
特
廻
の
事
構
が
あ
り
、
町
長
が

　
　
認
め
る
潔
．

ハ
、
繍
一
騰
“
親
櫨
燃
が
な
い
秒
講
驚
蛍
「
r
勢
春

　
　
両
け
賃
貸
住
竃
と
し
て
、
地
域

　
　
の
実
購
を
勘
案
し
、
購
長
が
認

　
　
め
る
餐
．

隼
、
重

懸撚空轄．帥

繍

㎜
階
の
食
堂
と
禽
所

（
町
荏
宅

物
λ 籍　　間

（洋窒〉

トイレ

醐
蝋玄　　ホール 食　堂

浴室　鳥

台漸

バル識二一

洗面

「
渋
海
団
地
」

　o挫　　o謎

　洋　　室

6

　　虻
吹抜納芦

ホール・
，

霊押
6轄

　入

2階平顕図

蒙
面
衣
洗
鋭

の
燗
嚢

1階平澗図

二
階
の
釈
室

4

、
　
、

無
、
薫

繋
繋

、
浸
霧
藤
鯵

　
　
　
誘
薫

　
　
　
　
　
弄

簸
，
燃

翻
浦磁の蓉根地内に建設された渋海國地

イ
、
蒙
賃

①
収
入
月
額
舞
2
0
万
円
を
超
え
認

　
万
2
千
門
以
下
毒
3
万
2
子
円

②
収
入
月
額
聾
詑
万
2
千
円
を
超

　
　
え
姐
万
5
千
円
以
下
毒
3
芳
3

　
千
4
買
跨

　
③
収
入
月
額
馨
颯
万
5
千
門
を
超

　
　
え
6
0
万
1
千
円
以
下
専
4
万
4

　
千
β
貰
湾

”
、
敷
金

　
家
賃
の
3
か
拷
分

ハ
、
入
屠
予
建
研

　
　
4
簿
上
旬

　
　
　
　
　
　
き
ぽ

　
陰
謹
込
瞭
醐
心

　
平
成
10
難
3
月
鴛
田
（
本
）
か
ら
3

欝
26
鰻
（
木
）
ま
で
の
蔦
黛
闘

「
ー
…
…
ー
…
…
…
“

縢
し
込
詮
磁
陵
騰
獣

　
①
入
農
購
込
霧
（
役
場
建
設
謙
鑓

　
　
胴
意
し
て
あ
り
ま
す
）

　
②
勝
得
議
明
講
（
平
成
8
年
分
〉

　
③
癌
罠
票

①
購
し
込
み
が
4
戸
を
超
え
る
場

　
合
は
抽
選
に
よ
り
濠
す
。

②
購
し
込
み
が
屡
戸
を
超
え
な
い

　
場
禽
で
あ
つ
て
も
、
焦
塞
の
園

窮
度
・
岡
農
親
族
の
人
数
等
一

定
の
基
準
紅
よ
り
選
考
し
塞
す
。

（
い
ず
れ
も
資
格
審
斑
後
）

き

挿い合わせ先

i　町営住宅入居に関する

1　醐い合わせは
i　　町建設課建設係ヘ
ミ

1邸一3瓢（購34）
し

町営住宅「第二団地」の

　　　　入居者を募集します

　町営住宅「第二囲地」が4月からi芦分が塞家とな

りますので、入屠者を募集します，入居を希望される

方は、次の幕集要項によりお申し込みください。

國葉．｛擦宅の種類　　特驚公共賃貸住宅
2．住電の斯雀地　松之山瞬丁大字松之由工捻4番地4

3．戸数及び規模等

　①全　1戸

　②戸当たり面積　瓢．29ガ

　③木造嵩旅二階建⑬L・DK〉

4．入居者の資格

　イ）原翼難皆屡に屡する餐

　①所得要件瓢入属餐及び爾居親族の所得を合わせ

　た額が20万羅を超え32万2千湧以下ゆ　（月収換算）

　⑫〉自ら贋｛主要件嵩自ら総｛主するため｛主竃を必要と

　していること娘

　③岡屠親族要件驚溝鷹する親族を衛すること。

　鷲）災蜜、不食餓宅の撤去等の特溺の事鋳があり、

　　　購長が認める者．

　ハ）岡罵親族がない蒼年単身者両け賃貸住竈として、

　　　地域の実傭を勘案し、町長が認める餐。

5，蒙賃、その飽の賃貸条件

　イ〉家賃

　　①双入月額　　200，000円を超え322，000湾以下

　　　　　　　　　　・・………………←38曳000円

　　②取入月額　322，000醗を超え護45，倉00円以下

　　　　　　　　　　　　　・・…一…4Sラ609円

　　③収入月額　445，0β0円を超え601，000海以下

　　　　　　　　　　　　　　　　・一53，20G円

　ロ）敷　　金　家賃3か月分

　ハ〉入居予定撲　婆月烹旬

　5．入暑串し込み期闘

　　平成10年3霧鎗臼㈱～3月26β㈱までの蔦段間

　7．串し込みに必要な轡類

　　①入屠購込書（役場建設諜1こ絹意してあります〉

　　②所響証明書（平成8年分の所得証競書〉

　　③住炭票

　3．入居者の選考方法

　　申し込みが玉戸を超える場禽は独選によります。

　　　（資格審登後1

　　その他　購営建宅に関するお問い合わせは、役場

　建設諜建設係へ　費6－3給i（内線34）
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岡
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が
、
　
　
舐
が
数
多
ノ
、
現
れ
ま
■

賎
に
ハ
家
瓢
一
倉
ず
っ
普
及
し
て
い
　
　
　
ま
た
、
携
帯
電
語

る
大
型
象
電
製
最
は
、
焦
慰
蕩
工
の
　
　
電
話
代
が
轟
謄
し
、

数
次
第
で
増
減
し
豪
す
の
で
、
影
響
　
　
人
の
濾
費
が
落
ち
込

が
出
て
い
家
す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
、
焦
活
変
化
に

　
私
な
ど
は
、
低
金
測
で
不
景
鐵
め
　
　
象
が
、
．
矯
の
不
溌
を

鯵
こ
そ
、
持
ち
家
を
紙
幾
取
得
す
る
　
　
康
す
．

絶
好
期
で
あ
る
レ
愚
う
の
で
す
が
、
　
　
　
　
東
寮

山
…
の
教
轟
の
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、

欝
萎
が
逡
馨
は
、
零
な
　
　
乞
舛

ら
な
い
よ
う
で
す
ゆ

響
れ
蜷
墾
バ
影
響
、
　
　
鰭

そ
の
及
動
で
激
安
が
受
け
た
バ
ヅ
、
ル
　
　
　
　
　
　
　
。
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

破
綻
後
を
経
て
、
職
に
対
す
る
顧
　
　
鶴
．
m

値
に
つ
い
て
の
判
断
が
厳
し
く
な
っ
　
　
　
　
　
　
　
櫛

て
い
濠
す
。

7
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東
寮
轟
務
所
　
保
坂

ず
齢
れ
る
支
出
は
灘
っ

ら
霞
分
の
欲
し
い
も
の

紅
あ
り
謹
す
．

し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

て
も
購
入
し
濠
す
．

「
た
塞
ご
っ
き
な
ど
、

っ
て
購
蟹
意
欲
を
起
こ

な
賊
廃
戦
術
を
と
る
商

現
れ
ま
し
た
。

皿
帯
電
語
の
普
及
に
よ
り

μ
謄
し
、
そ
の
分
、
藩
い

『
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と

嗣
変
化
に
よ
る
色
々
な
瑚

り
不
溌
を
作
り
出
し
て
い

　
　
　
7

　
　
　
4

　
　
　
　
α

　
　
　
　
粒

消
費

緬
格
の
伴
わ
な
い

値
下
げ
を
し
螺
、
も

　5　を　き　…
（c搬）i

5（）o醇

　き

　…
4001
　…
　…
　チ　…
　多
30娠
　ミ
　…
　…
　…
2のo・一1

王o（｝・一・
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1グラフで見る積雪馴
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「

33

年
問
の
積
雪
・
降
雪
観
測
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
戴
小
野
塚
保

　
農
業
は
年
々
き
び
し
く
な
っ
て
き
ま
す
、
今
簿
は
特
紅
ま
た
、
転
作
で
多
く

の
烹
乗
せ
が
き
家
し
た
。
大
変
な
年
と
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
、
養
愚
会
一
岡
も

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

　
今
露
は
私
が
観
湖
記
録
し
て
き
た
、
昭
憩
脳
十
年
か
ら
鰹
雑
ま
で
の
三
十
黒

年
聞
の
横
鞭
羅
黒
を
霧
い
て
み
ま
し
た
、
観
灘
し
た
場
所
は
東
規
で
す
の
で
、
松

之
由
や
松
難
、
浦
霞
地
躍
と
は
積
霧
鍛
が
異
な
る
と
思
い
ま
す
。
何
か
の
お
役

に
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
畢
い
で
す
。

昭瀦40年一平成9年までの積雪量（轍、。瓢）

片
雪
鷺
だ
っ
た
年
　
　
　
　
　
　
こ
の
年
の
朔
雲
は
昭
秘
六
十
黒
無
牽
　
　
砺
悲
し
い
思
い
患
も

一
舘
閣
の
観
測
の
な
か
で
、
　
　
一
月
二
十
五
鷺
。
月
割
の
降
雲
簸
は
　
　
　
こ
の
積
璽
．
降
璽
の
記
録
を
見
る

凧
も
降
霧
量
が
多
か
っ
た
年
　
　
十
一
月
か
ら
十
二
鍔
が
二
闘
九
狸
ン
、
　
　
と
、
い
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
、
篇
と

“
十
九
年
で
し
た
、
　
　
　
　
　
一
月
が
ご
ぞ
糧
、
、
、
二
月
が
一
懸
九
　
　
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
昭
和
闘
十

竿
の
初
霧
は
昭
釈
胤
十
八
年
　
　
独
、
、
、
三
月
が
三
縢
鯉
ン
で
年
聞
降
矯
量
　
　
二
鎌
証
月
の
降
鱈
噛
丸
す
。
二
鷺
か
ら

一
十
六
戴
。
月
甥
の
降
舞
漿
　
　
の
禽
計
は
灘
癖
烈
五
で
し
た
．
　
　
　
　
五
田
ま
で
の
鱗
醸
閥
で
三
一
〇
狸
．
の

摺
か
ら
十
二
月
ま
で
が
五
　
　
雛
酬
臼
の
最
多
降
雪
鷺
　
　
　
　
　
　
　
降
霧
が
あ
り
、
湯
本
集
落
で
嚢
崩
が

　
一
月
が
八
t
三
彗
、
二
月
　
　
　
　
一
揃
め
降
霧
鰍
で
簸
も
多
か
っ
た
　
　
　
起
こ
り
．
二
人
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
出

麗
ン
、
三
拷
が
三
六
囎
擁
ン
、
　
　
懸
は
、
昭
秘
五
十
六
雑
一
月
牽
論
一
藏
　
　
来
纂
が
あ
9
ま
し
た
。

一
〇
〇
抽
ン
で
年
閥
降
露
鷺
の
　
　
の
朝
か
ら
十
三
撫
の
朝
ま
で
の
ご
｝
　
　
こ
ん
な
悲
し
い
思
い
も
思
い
出
し

一
縢
癖
鰻
二
で
し
た
．
　
　
　
　
○
独
ン
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
、
き
ま
し
た
。
多
轡
少
露
の
年
、
嚢

騨
雪
鷺
だ
っ
た
年
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
積
雪
澱
が
簸
轟
だ
っ
た
鷺
　
　
に
は
色
々
の
思
い
出
の
こ
も
っ
た
三

叢
も
少
な
か
っ
た
雑
は
畢
　
　
　
は
昭
憩
五
十
九
年
二
月
九
鰻
の
照
三
　
　
　
十
奪
余
り
で
し
た
。

（
昭
秘
六
十
騰
年
）
で
し
た
。
　
　
二
惣
ン
で
し
た
ゆ

饗
最
多
縫

年
闘
の
簸

は
昭
秘
五
．

　
こ
の
郊

十
一
縫
一

は
、
十
…

○
麗
ン
、

が
t
O
二

繭
月
が
二

舎
計
は
二

綴
最
少
降

　
ま
た
、

成
死
年
（

6

I
O
o
o
O
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春です！

わくわく

｝）“

　　　　　　　　　■　　　　　　　　㎜　　　　　　　　『　■　　　　　　　一　　　　　　　｝　　　　　　｝　　　　　　■酬　　　　　肺　　　　　一　　　　　悌　　　　｛　　　　肺　　　｝　　　鞘　　　｝　　軸　　酬■　軸　励　｝■
覇｝r

わが家の人気者⑯

　たく　や

拓哉くん登場（3歳〉

　渡邉政信・貴學さん2男

　　　　　　く東由・谷）

　今月は癩哉くんの登場です、

搦哉くんは、散歩や雪ほりなど

外でお遊びすることが好きです。

今年の冬は雪がたくさん降りま

したが、おじいちゃんやお父さ

んの雪ほりのお手伝いを一盤懸

命にしたそうです導

　これから雪が解けるとお散歩

がはじま1）ますが、いまからそ

れを楽しみにしているそうです。

　：車に乗ってお串かけすること

が大好きで、　ザどこかへ出かけ

るとなると、みんなが趨ないう

ち把、真っ先に車に粟って待っ

ているんですよ」とお母さん。

また、車のおもちゃも大好：きで、

毎9允気に遊んでいる渡邉家の

人気考です。

1お鐸さんから一覆｝

　元気でやさしい子に薄ってほ

し㌧》と思いまづ▼箒

も
う
す
ぐ
新
一
年
生

　
こ
の
4
月
、
郷
内
綿
、
小
掌
校
へ
新
し
く
入
掌
す
る
お
子
さ
ん
は
十
八
人
。

今
か
ら
学
校
へ
通
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
）
で
し
ょ
フ
．
ち
ょ
っ
と

大
き
め
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
蕎
負
っ
た
新
一
年
生
が
、
元
気
に
通
掌
す
る
の
も

も
う
す
ぐ
で
す
．
　
一
建
お
先
に
元
餓
い
っ
ぱ
い
の
新
一
年
盤
を
紹
介
し
ま
す
。

巌雛くん　i縮難ち。ん
　　　（坪野・角燈）　i　　（藤内名・となの
　　　　　　　　　　チえん献・ヅ舛レで泳ぐこ嬬プール甑賊い、瞥ぎ齢衡
　　　　叢1”　　　『F㎜数

ヨ　やゑぎしあや　み　　　　　　　　　　　　　　さ　むらやま　ピゆ　　き

i由岸彩美ちゃん　　i村由由費ちゃん
i　（焼芦下輔〉i　（松之幽くぜん）
i塞を読みたい　　　　　　　　i鉄簾したい、うさぎ鯛いたい
参　　　　　　　　　　　　　　　　・一　一　・　■卜・

1　　　　　　、．＿』＿　　　　　　　i

一
り

●しだら’瞬こ　　　　　　　1あいざわゆ力一｝
設楽良子ちゃん　　　1相澤由香里ちゃん
　　　〈松之由・住毫〉i　　　　（承梨・坂中）
　　　　　　　　　　ぎ璽墾艶そ蕉な澄．．．．．．1．焦漁勲甦勉垂．

第
娼
回
松
之
出
ス
キ
ー
競
技
大
会

鵬
人
が
熱
戦
を
展
開

　
二
月
七
摂
・
八
欝
、
第
照
十
八
翻

松
之
由
ス
キ
…
競
技
大
会
が
温
東
ス

キ
…
場
と
町
罠
体
薄
館
周
辺
の
二
会

場
で
闘
催
さ
れ
、
ア
ル
ベ
ン
と
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
紅
五
薫
八
十
九

人
が
参
燃
し
ま
し
た
。
各
種
目
と
も

警
上
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
種
目
別
の
一
位
と
簿
内
関

係
碑
管
の
六
循
轟
ま
で
の
成
績
噺
駕
調
禰
載
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趨

瀬
灘
懸
鑑
響
、
、
勉

ま
す
．
　
（
敬
称
絡
〉

　
【
ア
ル
ペ
ン
・
大
園
転
一

▼
小
学
鍮
男
子
A
線
（
六
館
愈
）
①

測
上
博
之
（
関
山
小
）
⑥
儀
藤
貴
久

　
（
松
塁
小
）
▼
小
掌
生
男
子
B
組
（
五

年
焦
以
下
〉
①
蕎
橋
友
浩
（
松
璽
小
）

②
高
橋
範
行
（
松
無
小
）
④
総
藤
祐

旭
（
松
璽
小
）
⑥
嵩
橋
健
伍
ハ
松
墨

小
）
▼
小
掌
猛
女
子
A
組
〈
六
年
生
）

①
磁
辺
窟
紀
（
勧
田
A
J
）
③
樋
環

》
知
香
子
（
松
黒
小
〉
④
村
山
奈
緒
美

　
（
松
之
山
小
〉
▼
小
学
生
女
子
B
総

　
（
五
年
挑
以
下
）
①
新
保
優
鮫
環

J
S
C
）
②
鑑
藤
智
穂
（
松
燈
小
）

⑥
嵩
橋
曲
貴
（
松
蟹
小
）
▼
中
学
盤

男
子
①
樋
欝
灘
秀
（
松
之
山
中
）
②

薦
橋
斑
作
（
松
之
由
中
）
▼
中
学
生

女
子
①
腐
澤
美
紗
（
松
之
由
中
）
④

8

欝㎜㎜㎜　㎜甲『皿㎜T㎜｝　＝『皿皿丁㎜㎜｝㎜い㎜皿皿い》皿皿『皿『㎜澗

1　　　鷺　　　i

l　・耀羅墜鐵　　慧灘翻縷
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
iむらやまひろ慈　　　　　　　　　　1　誉　と惑　む　と　羨　　　　　　　　　たか紛毒員・、い　　　　　　　　　　i

瞬鱒紀くん　纏藤武斗絃ん　、離購兵くん　i
l　　　（中膿・泉屋）　1　　〈天永越・都麗）　　　　　（松之山・駐准斯〉i

lマ2撚塾響した三欝しざ　塗購た緋ス圭藻ウ繍撫判

鹸縄くん　騰罐鶴。ん
　　　　　　　　　　き　　（天水越・儀善〉　i　　　〈湯出・俸助
欝一ラーしズ釣そ》ぴたい　　　i鵬冴乍したい、ハメ、スター飼

i慧継織ん　i
i　（天鵬・郎〉i
抄ッ炉や舜みたい＿＿」

轄｝　．　　　…

さ　と導たく　と

佐藤拓人くん
　　（天水越・単木）

べんきょうしたい

…
…
ー
ー
…
…
ー
…
ー
ー
…
…
ー
麹
i
－
i
ー

…
ー
ー
ー
ー
ー
…
…
…
貯
ー
ー
…
…
…
…
ー
i
…
ー
…
ー
…
…
…
｝
ー
ー
ー
…
ー
…
ー
…
ー
梗

固2腔匡匡
区匿

艦齢くん　き磁鱗くん　i
．，姦欝遡．i惣籔題遡

つまし憲あきひろ

糞嶋章弘くん
　　　（顧愛立・向）

スキーとさんすうしたい

僕
　
　
旬

乗
客
が
車
押
し
居
る
深
雪
道

氷
絃
椀
ぐ
シ
ャ
ベ
ル
ニ
階
に
備
え
あ
り

園
鷺
は
や
蝿
っ
て
お
り
し
露
脚
伸
ぶ

　
　
　
上
川
季
｛
金
繍
屋
｝
　
村
山
　
三
二

瞬
霧
に
穂
先
育
て
て
猫
柳

千
誌
糾
信
濃
の
堪
も
猫
柳

　
　
　
橋
　
詰
｛
新
　
屋
）
　
鱈
山

聖
水

川
　
柳

縄
文
の
鏡
変
わ
ら
ぬ
罵
を
み
る

　
　
　
　
　
お
や

新
潟
は
好
い
か
母
子
の
雪
だ
る
ま

父
の
濤
の
遙
か
に
お
も
い
深
く
す
る

　
　
　
黒
　
倉
ハ
　
枚
囎
〉
　
草
村

柳
友
作
贔
紹
介

鵜
婁
の
な
い
祝
電
が
雀
か
れ
る

足
の
指
借
り
て
足
し
算
で
き
た
孫

ご
め
ん
ね
ご
あ
の
時
言
え
ば
済
ん
だ
霧

正
孝

靖岡祥

子本子

小
山
崇
緒
子
（
松
之
山
中
〉
▼
蕎
校

生
男
墨
①
俊
藤
太
磁
（
松
之
山
分
校
）

②
猪
俣
光
弘
（
松
之
山
分
校
〉
▼
轟

校
・
成
年
女
子
①
蕎
橋
妙
子
（
松
之

山
分
校
V
②
舗
澤
需
子
（
松
之
出
分

校
）
▼
成
舘
男
子
｝
部
①
斉
藤
裕
樹

（
ツ
馨
シ
ュ
ウ
エ
ス
ト
）
▼
成
黛
男

子
二
部
①
窟
永
秘
宏
（
松
之
山
分
校
）

▼
成
年
勢
子
黒
組
①
村
山
好
文
〈
ダ

イ
ト
ゥ
）

州
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
塞
｝

▼
小
掌
鍮
男
子
A
組
（
穴
年
愈
）
①

関
釜
測
樹
（
松
代
小
）
⑥
本
由
㎎
総

（
松
饗
小
V
▼
小
学
磁
翼
子
B
縄
（
五

葎
撫
以
下
）
①
小
堺
総
翼
（
松
代
小
）

⑥
相
沢
達
鷹
ハ
松
之
由
小
）
▼
小
学

盤
女
轡
ナ
A
紺
榔
　
（
六
難
熱
）
①
關
関
谷
智
〔

美
（
松
代
小
）
▼
小
掌
趨
女
子
B
組

我
雑
愈
以
下
）
①
丸
山
彩
子
（
外

幾
S
C
）
⑤
設
楽
彩
子
（
松
之
山
小
）

▼
中
掌
鷹
男
子
①
窟
沢
健
蕊
（
松
代

中
）
⑥
錦
木
胤
彦
（
松
之
山
中
）
▼

中
学
禽
女
教
①
坂
内
麻
弥
（
上
条
ス

ポ
ー
ツ
C
）
④
蕎
橋
璽
美
（
松
之
山

中
〉
▼
リ
レ
…
・
小
掌
盤
勢
子
①
松

墨
小
掌
校
▼
リ
レ
ー
・
小
掌
　
女
子

①
松
代
小
掌
校
⑤
松
之
由
小
掌
校
A

▼
リ
レ
ー
・
中
学
生
勇
子
①
松
代
中

掌
校
⑥
松
之
由
中
学
校
A
▼
リ
レ
ー
．

申
学
盆
女
子
①
上
条
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ヅ
A
③
松
之
山
中
学
校
B
④
松
之
山

申
学
校
A
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1
⑩
o
り
O
I

皆さんからの蒲報を

費6－3三3i（25）

春です！

わくわく

｝）“

　　　　　　　　　■　　　　　　　　㎜　　　　　　　　『　■　　　　　　　一　　　　　　　｝　　　　　　｝　　　　　　■酬　　　　　肺　　　　　一　　　　　悌　　　　｛　　　　肺　　　｝　　　鞘　　　｝　　軸　　酬■　軸　励　｝■
覇｝r

わが家の人気者⑯

　たく　や

拓哉くん登場（3歳〉

　渡邉政信・貴學さん2男

　　　　　　く東由・谷）

　今月は癩哉くんの登場です、

搦哉くんは、散歩や雪ほりなど

外でお遊びすることが好きです。

今年の冬は雪がたくさん降りま

したが、おじいちゃんやお父さ

んの雪ほりのお手伝いを一盤懸

命にしたそうです導

　これから雪が解けるとお散歩

がはじま1）ますが、いまからそ

れを楽しみにしているそうです。

　：車に乗ってお串かけすること

が大好きで、　ザどこかへ出かけ

るとなると、みんなが趨ないう

ち把、真っ先に車に粟って待っ

ているんですよ」とお母さん。

また、車のおもちゃも大好：きで、

毎9允気に遊んでいる渡邉家の

人気考です。

1お鐸さんから一覆｝

　元気でやさしい子に薄ってほ

し㌧》と思いまづ▼箒

も
う
す
ぐ
新
一
年
生

　
こ
の
4
月
、
郷
内
綿
、
小
掌
校
へ
新
し
く
入
掌
す
る
お
子
さ
ん
は
十
八
人
。

今
か
ら
学
校
へ
通
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
）
で
し
ょ
フ
．
ち
ょ
っ
と

大
き
め
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
蕎
負
っ
た
新
一
年
生
が
、
元
気
に
通
掌
す
る
の
も

も
う
す
ぐ
で
す
．
　
一
建
お
先
に
元
餓
い
っ
ぱ
い
の
新
一
年
盤
を
紹
介
し
ま
す
。

巌雛くん　i縮難ち。ん
　　　（坪野・角燈）　i　　（藤内名・となの
　　　　　　　　　　チえん献・ヅ舛レで泳ぐこ嬬プール甑賊い、瞥ぎ齢衡
　　　　叢1”　　　『F㎜数

ヨ　やゑぎしあや　み　　　　　　　　　　　　　　さ　むらやま　ピゆ　　き

i由岸彩美ちゃん　　i村由由費ちゃん
i　（焼芦下輔〉i　（松之幽くぜん）
i塞を読みたい　　　　　　　　i鉄簾したい、うさぎ鯛いたい
参　　　　　　　　　　　　　　　　・一　一　・　■卜・

1　　　　　　、．＿』＿　　　　　　　i

一
り

●しだら’瞬こ　　　　　　　1あいざわゆ力一｝
設楽良子ちゃん　　　1相澤由香里ちゃん
　　　〈松之由・住毫〉i　　　　（承梨・坂中）
　　　　　　　　　　ぎ璽墾艶そ蕉な澄．．．．．．1．焦漁勲甦勉垂．

第
娼
回
松
之
出
ス
キ
ー
競
技
大
会

鵬
人
が
熱
戦
を
展
開

　
二
月
七
摂
・
八
欝
、
第
照
十
八
翻

松
之
由
ス
キ
…
競
技
大
会
が
温
東
ス

キ
…
場
と
町
罠
体
薄
館
周
辺
の
二
会

場
で
闘
催
さ
れ
、
ア
ル
ベ
ン
と
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
紅
五
薫
八
十
九

人
が
参
燃
し
ま
し
た
。
各
種
目
と
も

警
上
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
種
目
別
の
一
位
と
簿
内
関

係
碑
管
の
六
循
轟
ま
で
の
成
績
噺
駕
調
禰
載
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趨

瀬
灘
懸
鑑
響
、
、
勉

ま
す
．
　
（
敬
称
絡
〉

　
【
ア
ル
ペ
ン
・
大
園
転
一

▼
小
学
鍮
男
子
A
線
（
六
館
愈
）
①

測
上
博
之
（
関
山
小
）
⑥
儀
藤
貴
久

　
（
松
塁
小
）
▼
小
掌
生
男
子
B
組
（
五

年
焦
以
下
〉
①
蕎
橋
友
浩
（
松
璽
小
）

②
高
橋
範
行
（
松
無
小
）
④
総
藤
祐

旭
（
松
璽
小
）
⑥
嵩
橋
健
伍
ハ
松
墨

小
）
▼
小
掌
猛
女
子
A
組
〈
六
年
生
）

①
磁
辺
窟
紀
（
勧
田
A
J
）
③
樋
環

》
知
香
子
（
松
黒
小
〉
④
村
山
奈
緒
美

　
（
松
之
山
小
〉
▼
小
学
生
女
子
B
総

　
（
五
年
挑
以
下
）
①
新
保
優
鮫
環

J
S
C
）
②
鑑
藤
智
穂
（
松
燈
小
）

⑥
嵩
橋
曲
貴
（
松
蟹
小
）
▼
中
学
盤

男
子
①
樋
欝
灘
秀
（
松
之
山
中
）
②

薦
橋
斑
作
（
松
之
由
中
）
▼
中
学
生

女
子
①
腐
澤
美
紗
（
松
之
由
中
）
④

8

欝㎜㎜㎜　㎜甲『皿㎜T㎜｝　＝『皿皿丁㎜㎜｝㎜い㎜皿皿い》皿皿『皿『㎜澗

1　　　鷺　　　i

l　・耀羅墜鐵　　慧灘翻縷
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
iむらやまひろ慈　　　　　　　　　　1　誉　と惑　む　と　羨　　　　　　　　　たか紛毒員・、い　　　　　　　　　　i

瞬鱒紀くん　纏藤武斗絃ん　、離購兵くん　i
l　　　（中膿・泉屋）　1　　〈天永越・都麗）　　　　　（松之山・駐准斯〉i

lマ2撚塾響した三欝しざ　塗購た緋ス圭藻ウ繍撫判

鹸縄くん　騰罐鶴。ん
　　　　　　　　　　き　　（天水越・儀善〉　i　　　〈湯出・俸助
欝一ラーしズ釣そ》ぴたい　　　i鵬冴乍したい、ハメ、スター飼

i慧継織ん　i
i　（天鵬・郎〉i
抄ッ炉や舜みたい＿＿」

轄｝　．　　　…

さ　と導たく　と

佐藤拓人くん
　　（天水越・単木）

べんきょうしたい

…
…
ー
ー
…
…
ー
…
ー
ー
…
…
ー
麹
i
－
i
ー

…
ー
ー
ー
ー
ー
…
…
…
貯
ー
ー
…
…
…
…
ー
i
…
ー
…
ー
…
…
…
｝
ー
ー
ー
…
ー
…
ー
…
ー
梗

固2腔匡匡
区匿

艦齢くん　き磁鱗くん　i
．，姦欝遡．i惣籔題遡

つまし憲あきひろ

糞嶋章弘くん
　　　（顧愛立・向）

スキーとさんすうしたい

僕
　
　
旬

乗
客
が
車
押
し
居
る
深
雪
道

氷
絃
椀
ぐ
シ
ャ
ベ
ル
ニ
階
に
備
え
あ
り

園
鷺
は
や
蝿
っ
て
お
り
し
露
脚
伸
ぶ

　
　
　
上
川
季
｛
金
繍
屋
｝
　
村
山
　
三
二

瞬
霧
に
穂
先
育
て
て
猫
柳

千
誌
糾
信
濃
の
堪
も
猫
柳

　
　
　
橋
　
詰
｛
新
　
屋
）
　
鱈
山

聖
水

川
　
柳

縄
文
の
鏡
変
わ
ら
ぬ
罵
を
み
る

　
　
　
　
　
お
や

新
潟
は
好
い
か
母
子
の
雪
だ
る
ま

父
の
濤
の
遙
か
に
お
も
い
深
く
す
る

　
　
　
黒
　
倉
ハ
　
枚
囎
〉
　
草
村

柳
友
作
贔
紹
介

鵜
婁
の
な
い
祝
電
が
雀
か
れ
る

足
の
指
借
り
て
足
し
算
で
き
た
孫

ご
め
ん
ね
ご
あ
の
時
言
え
ば
済
ん
だ
霧

正
孝

靖岡祥

子本子

小
山
崇
緒
子
（
松
之
山
中
〉
▼
蕎
校

生
男
墨
①
俊
藤
太
磁
（
松
之
山
分
校
）

②
猪
俣
光
弘
（
松
之
山
分
校
〉
▼
轟

校
・
成
年
女
子
①
蕎
橋
妙
子
（
松
之

山
分
校
V
②
舗
澤
需
子
（
松
之
出
分

校
）
▼
成
舘
男
子
｝
部
①
斉
藤
裕
樹

（
ツ
馨
シ
ュ
ウ
エ
ス
ト
）
▼
成
黛
男

子
二
部
①
窟
永
秘
宏
（
松
之
山
分
校
）

▼
成
年
勢
子
黒
組
①
村
山
好
文
〈
ダ

イ
ト
ゥ
）

州
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
塞
｝

▼
小
掌
鍮
男
子
A
組
（
穴
年
愈
）
①

関
釜
測
樹
（
松
代
小
）
⑥
本
由
㎎
総

（
松
饗
小
V
▼
小
学
磁
翼
子
B
縄
（
五

葎
撫
以
下
）
①
小
堺
総
翼
（
松
代
小
）

⑥
相
沢
達
鷹
ハ
松
之
由
小
）
▼
小
学

盤
女
轡
ナ
A
紺
榔
　
（
六
難
熱
）
①
關
関
谷
智
〔

美
（
松
代
小
）
▼
小
掌
趨
女
子
B
組

我
雑
愈
以
下
）
①
丸
山
彩
子
（
外

幾
S
C
）
⑤
設
楽
彩
子
（
松
之
山
小
）

▼
中
掌
鷹
男
子
①
窟
沢
健
蕊
（
松
代

中
）
⑥
錦
木
胤
彦
（
松
之
山
中
）
▼

中
学
禽
女
教
①
坂
内
麻
弥
（
上
条
ス

ポ
ー
ツ
C
）
④
蕎
橋
璽
美
（
松
之
山

中
〉
▼
リ
レ
…
・
小
掌
盤
勢
子
①
松

墨
小
掌
校
▼
リ
レ
ー
・
小
掌
　
女
子

①
松
代
小
掌
校
⑤
松
之
由
小
掌
校
A

▼
リ
レ
ー
・
中
学
生
勇
子
①
松
代
中

掌
校
⑥
松
之
由
中
学
校
A
▼
リ
レ
ー
．

申
学
盆
女
子
①
上
条
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ヅ
A
③
松
之
山
中
学
校
B
④
松
之
山

申
学
校
A
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1
卜
o
り
O
I

ま
お
の
話
題

太
鼓
の
皮
の
張
り
替
え

園
児
た
ち
も
お
手
伝
い
唖

　
二
月
十
黒
撮
、
松
之
山
保
育
所
で

浦
瞬
の
山
村
留
掌
セ
ン
タ
…
の
皆
さ

ん
臓
よ
る
太
鼓
の
皮
の
張
り
替
え
が

行
わ
れ
、
圏
児
た
ち
も
そ
の
作
業
の

お
乎
伝
い
を
し
ま
し
た
ひ

　
圏
児
た
ち
の
作
業
は
、
太
鼓
の
上

で
是
踏
み
や
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
炭
を

伸
ば
す
こ
と
と
叢
後
の
ピ
望
ウ
打
ち
。

「
こ
わ
い
し
や
2
榮
し
い
」
の
声
を

あ
げ
な
が
ら
、
太
鼓
の
上
で
元
餓
よ

く
跳
び
は
ね
て
い
ま
し
た
の

　
皮
は
囑
坤
ば
し
て
は
張
る
㎞
の
工

程
を
繰
り
返
し
、
極
限
ま
で
張
り
つ

づ
け
た
太
鼓
か
ら
は
金
騰
的
な
膏
が

響
い
て
い
ま
し
た
、
園
難
た
ち
は
、

貴
重
な
捧
験
に
大
書
び
で
し
た
。

興　　　
鶴

　
　
　
膨
、

講
・

雪掘りは莇っ人に任せて

　　町内8世帯にボランティア

囎煽

　
二
月
八
繍
、
新
潟
繍
報
東
頸
地
磁
会

が
呼
び
か
け
て
集
ま
っ
た
雪
蠣
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
町
内
の
一
人

暮
ら
し
轟
齢
潜
肇
な
ど
の
雪
下
ろ
し
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
三
鐡
目
と
な
っ
た
雪
掘
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
町
内
や
郡
内
、
上
越

撫
か
ら
二
十
五
人
が
参
撫
し
ま
し
た
。

酋
斑
紅
分
か
れ
東
撰
集
落
な
ど
八
世
帯

の
羅
根
の
霧
下
ろ
し
が
行
わ
れ
、
お
年

寄
り
の
方
は
「
羅
根
が
滑
る
の
で
餓
を

つ
せ
て
し
と
餓
遣
い
な
が
ら
、
　
「
灘
分

で
霧
下
ろ
し
が
で
き
な
い
の
で
助
か
り

ま
す
」
と
欝
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
．

高綿者世帯の屋根雪下ろしに奮闘

　　　票庁職員らが除雪ボランティア

　
二
月
鰻
霞
・
五
臼
の
二
纈
聞
、
大
驚

戸
集
落
の
嵩
齢
餐
と
身
体
障
轡
脅
宅
に

票
職
輿
が
屡
根
露
の
除
嚢
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
紀
訪
れ
ま
し
た
．

　
今
翻
の
除
露
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
曝

霧
対
策
塞
が
菓
職
轟
に
呼
び
か
け
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
晒
十
八
入
が
登
録
．

こ
の
欝
は
、
県
庁
職
興
や
県
の
出
先
機

関
職
蝿
等
二
十
人
が
参
加
し
濠
し
た
。

　
初
響
は
集
落
セ
ン
タ
ー
で
説
明
を
受

け
単
速
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
や
ス
箒
ッ
プ

を
使
っ
て
羅
根
の
嚢
下
ろ
し
や
家
の
周

り
の
除
雪
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
集
落
総
代
の
高
橋
伸
さ
ん
は
、
　
「
霧

処
理
に
は
照
っ
て
い
ま
す
が
、
大
勢
の

方
か
ら
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
助
か
り
ま

し
た
し
と
語
し
て
い
ま
し
た
。

蝋
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寒さなんか吹きとばせ〃

　　　　　浦田地匿で冬季体育大会

嚢

　
　
　
　
　
擁
邸
醗

　
二
月
十
五
撫
、
浦
照
地
区
冬
蟻
体

窟
溝
大
会
が
北
浦
醗
ミ
ニ
ス
キ
ー
場
で

闘
催
さ
れ
家
し
た
．
朝
の
う
ち
は
小

霧
が
舞
う
天
餓
で
し
た
が
、
競
技
が

開
始
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
絶
好
の
体
育

大
会
欝
澱
と
な
り
ま
し
た
。

　
滑
降
レ
ー
ス
に
は
隼
醗
の
方
々
も

参
撫
、
ゲ
レ
ン
デ
に
見
壌
な
シ
ュ
プ

ー
ル
を
描
意
鷲
い
こ
ろ
鍛
え
た
ス
キ

；
の
腕
蒲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
興
昧
レ
…
ス
や
ボ
ブ
ス
レ

ー
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
競
技
も
多

く
、
幼
兜
か
ら
謁
齢
餐
ま
で
の
大
勢

が
霧
上
で
建
っ
た
り
滑
っ
た
り
と
大

奮
繭
ゆ
冬
の
楽
し
い
一
鷺
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
．

40

元
気
で
長
生
き
／

冬
、
期
講
座
を
開
催

　
冬
の
間
を
利
罵
し
、
鴎
罠
の
健
康

づ
く
り
な
ど
を
進
め
よ
う
と
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
る
冬
期
講
慶
が
今
年
も

…
月
來
か
ら
約
“
一
か
月
間
、
購
内
各

集
落
で
醐
か
れ
ま
し
た
ゆ

　
二
月
十
研
、
上
鰻
池
集
落
で
の
冬

朗
講
鰹
に
は
二
十
人
が
参
頒
。
購
後

協
職
員
や
保
健
婦
か
ら
姦
宅
サ
ー
ビ

ス
や
介
護
保
険
制
度
、
病
気
予
防
の

謡
し
が
行
わ
れ
豪
し
た
。

　
参
撫
餐
か
ら
は
、
　
「
お
茶
飲
み
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
が
…
；
ご
や

「
介
護
保
険
の
保
険
料
は
だ
れ
が
納

め
る
の
か
狐
な
ど
の
質
問
も
鐵
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
軽
い
体
操
も

行
わ
れ
、
元
気
に
楽
し
く
体
を
動
か

し
て
い
ま
し
た
。

十曝
艇雪翻

　　　｝願一
酬｝

マンガの楽しさ豊かさを満喫

　　漫園家を招き豪雪マンガさわぎ

難雛

纏

　
二
月
工
十
｝
闘
こ
一
十
二
繕
の
二
縫

間
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
と
町
罠
グ

ラ
ウ
ン
ド
駐
箪
場
を
会
場
に
「
豪
露
マ

ン
ガ
さ
わ
ぎ
」
が
麗
催
さ
れ
、
建
べ
菖

人
が
参
癩
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
境
往
町
が
進
め

て
い
る
「
マ
ン
ガ
の
城
㎏
構
想
の
関
連

事
業
と
し
て
計
醐
さ
れ
、
町
罠
の
皆
さ

ん
か
ら
マ
ン
ガ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
漫
醐
家
五
人
を
紹
蓼
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
初
臼
は
ま
ず
、
漫
画
象
五
人
の
皆
さ

ん
が
作
最
を
使
っ
て
ト
…
ク
セ
ッ
シ
灘
ン
。

　
次
の
マ
ン
ガ
競
演
で
は
、
会
場
か
ら

患
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
題
材
に
楽
し
い
ゆ

｝一一　　｝㎝

蝋

か
い
な
マ
ン
ガ
が
た
く
さ
ん
欝
か
れ
ま

し
た
。
ミ
ニ
マ
ン
ガ
塾
で
は
、
漫
醐
家

の
指
灘
の
も
と
参
舶
者
全
員
が
マ
ン
ガ

鱒
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
二
藏
目
は
駐
箪
場
で
雪
縁
づ
く
り
と

ス
プ
レ
ー
を
使
っ
て
露
の
壁
に
マ
ン
ガ

が
書
か
れ
、
参
加
者
は
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
漫
懸
家
の
皆
さ
ん
が
で
き
上

が
っ
た
作
最
を
審
蓋
し
、
優
秀
な
作
贔

に
は
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

岡
時
に
醐
催
さ
れ
た
マ
ン
ガ
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
購
内
外
か
ら
繭
○
点
を
超
え

る
応
幕
が
あ
り
、
各
漫
爾
家
賞
五
点
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
ウ
参
加
暫
は
、
マ
ン

ガ
の
楽
し
さ
と
麟
造
牲
の
蓬
か
湊
を
実

感
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
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雪国の楽しさと厳しさ体験

　　　　　　第董2回豪雪塾を開催

　
二
月
七
田
・
八
臼
の
二
総
闘
、
第

十
二
園
豪
雪
塾
が
浦
田
地
区
で
開
催

さ
れ
、
関
東
方
爾
な
ど
か
ら
約
七
十

人
が
露
圃
生
漬
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
か
ら
「
遊
雪
体
験
」

の
皆
さ
ん
も
参
加
．
初
臼
の
目
還
は

何
と
欝
っ
て
も
特
大
の
さ
い
の
神
で

す
。
　
夕
方
六
賊
門
に
占
州
火
さ
れ
る
と
、

大
き
く
赤
々
と
燃
え
上
が
る
さ
い
の

神
に
会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
、
沖
縄
か
ら
参
撫
し
た
小
学
盤
は

「
す
ご
い
、
す
ご
い
」
と
大
響
び
で

会
場
を
飛
び
園
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
撫
目
は
野
う
さ
ぎ
狩
9
や
麗
根

雪
下
ろ
し
に
参
撫
、
雪
國
の
楽
し
さ

と
厳
し
さ
を
体
験
し
た
よ
う
で
す
。

召



1
卜
o
り
O
I

ま
お
の
話
題

太
鼓
の
皮
の
張
り
替
え

園
児
た
ち
も
お
手
伝
い
唖

　
二
月
十
黒
撮
、
松
之
山
保
育
所
で

浦
瞬
の
山
村
留
掌
セ
ン
タ
…
の
皆
さ

ん
臓
よ
る
太
鼓
の
皮
の
張
り
替
え
が

行
わ
れ
、
圏
児
た
ち
も
そ
の
作
業
の

お
乎
伝
い
を
し
ま
し
た
ひ

　
圏
児
た
ち
の
作
業
は
、
太
鼓
の
上

で
是
踏
み
や
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
炭
を

伸
ば
す
こ
と
と
叢
後
の
ピ
望
ウ
打
ち
。

「
こ
わ
い
し
や
2
榮
し
い
」
の
声
を

あ
げ
な
が
ら
、
太
鼓
の
上
で
元
餓
よ

く
跳
び
は
ね
て
い
ま
し
た
の

　
皮
は
囑
坤
ば
し
て
は
張
る
㎞
の
工

程
を
繰
り
返
し
、
極
限
ま
で
張
り
つ

づ
け
た
太
鼓
か
ら
は
金
騰
的
な
膏
が

響
い
て
い
ま
し
た
、
園
難
た
ち
は
、

貴
重
な
捧
験
に
大
書
び
で
し
た
。

興　　　
鶴

　
　
　
膨
、

講
・

雪掘りは莇っ人に任せて

　　町内8世帯にボランティア

囎煽

　
二
月
八
繍
、
新
潟
繍
報
東
頸
地
磁
会

が
呼
び
か
け
て
集
ま
っ
た
雪
蠣
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
町
内
の
一
人

暮
ら
し
轟
齢
潜
肇
な
ど
の
雪
下
ろ
し
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
三
鐡
目
と
な
っ
た
雪
掘
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
町
内
や
郡
内
、
上
越

撫
か
ら
二
十
五
人
が
参
撫
し
ま
し
た
。

酋
斑
紅
分
か
れ
東
撰
集
落
な
ど
八
世
帯

の
羅
根
の
霧
下
ろ
し
が
行
わ
れ
、
お
年

寄
り
の
方
は
「
羅
根
が
滑
る
の
で
餓
を

つ
せ
て
し
と
餓
遣
い
な
が
ら
、
　
「
灘
分

で
霧
下
ろ
し
が
で
き
な
い
の
で
助
か
り

ま
す
」
と
欝
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
．

高綿者世帯の屋根雪下ろしに奮闘

　　　票庁職員らが除雪ボランティア

　
二
月
鰻
霞
・
五
臼
の
二
纈
聞
、
大
驚

戸
集
落
の
嵩
齢
餐
と
身
体
障
轡
脅
宅
に

票
職
輿
が
屡
根
露
の
除
嚢
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
紀
訪
れ
ま
し
た
．

　
今
翻
の
除
露
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
曝

霧
対
策
塞
が
菓
職
轟
に
呼
び
か
け
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
晒
十
八
入
が
登
録
．

こ
の
欝
は
、
県
庁
職
興
や
県
の
出
先
機

関
職
蝿
等
二
十
人
が
参
加
し
濠
し
た
。

　
初
響
は
集
落
セ
ン
タ
ー
で
説
明
を
受

け
単
速
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
や
ス
箒
ッ
プ

を
使
っ
て
羅
根
の
嚢
下
ろ
し
や
家
の
周

り
の
除
雪
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
集
落
総
代
の
高
橋
伸
さ
ん
は
、
　
「
霧

処
理
に
は
照
っ
て
い
ま
す
が
、
大
勢
の

方
か
ら
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
助
か
り
ま

し
た
し
と
語
し
て
い
ま
し
た
。
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さ
れ
ま
し
た
ウ
参
加
暫
は
、
マ
ン

ガ
の
楽
し
さ
と
麟
造
牲
の
蓬
か
湊
を
実

感
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

ガ
鰯
麗
掘
鰐

　
シ

麟
轟

わ
　
　
　
　
　
　
・

　
　
備

灘
為

糠

豪
～

』
霧
欝

　
　
　
．
麟

醸・

縷
　　　　　　饗
　　　　　　秘
　　　　　　灘

　　　　　　㎜　　　　　鱒π　　　　　㎜　　　　　｝　　　　｝，　　　　｝　　　『　　　酬　　｝｝｝
｝｝

雪国の楽しさと厳しさ体験

　　　　　　第董2回豪雪塾を開催

　
二
月
七
田
・
八
臼
の
二
総
闘
、
第

十
二
園
豪
雪
塾
が
浦
田
地
区
で
開
催

さ
れ
、
関
東
方
爾
な
ど
か
ら
約
七
十

人
が
露
圃
生
漬
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
か
ら
「
遊
雪
体
験
」

の
皆
さ
ん
も
参
加
．
初
臼
の
目
還
は

何
と
欝
っ
て
も
特
大
の
さ
い
の
神
で

す
。
　
夕
方
六
賊
門
に
占
州
火
さ
れ
る
と
、

大
き
く
赤
々
と
燃
え
上
が
る
さ
い
の

神
に
会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
、
沖
縄
か
ら
参
撫
し
た
小
学
盤
は

「
す
ご
い
、
す
ご
い
」
と
大
響
び
で

会
場
を
飛
び
園
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
撫
目
は
野
う
さ
ぎ
狩
9
や
麗
根

雪
下
ろ
し
に
参
撫
、
雪
國
の
楽
し
さ

と
厳
し
さ
を
体
験
し
た
よ
う
で
す
。

召
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事
業
案
内
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｝
県
ス
串
ー
連
盟
公
認
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
　
■

い

㎜
松
之
出
温
泉
N
S
T

｝
㎜
サ
ロ
篭
ン
・
ス
バ
ル
カ
ッ
プ
、

ξ
多
G
s
し
套

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

▼
期
繍
　
3
月
雛
嬢
（
土
）

▼
跨
問
　
午
潮
8
時
～
午
後
3
時

▼
会
場
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
…
場

▼
種
目
　
大
醸
転

▼
参
鍍
資
格
　
①
小
学
愈
A
ハ
6
無
）

男
子
・
女
子
②
小
学
焦
B
⑤
～

　
5
鶴
）
男
子
・
女
畢
《
小
掌
盆
3

　
年
磁
以
下
は
漸
鵬
長
の
推
薦
が
あ

　
れ
ば
繊
場
で
藝
ま
す
》
③
中
学
蕊

マ
モ
き
ヨ
き

一
　
　
　
一

ゆ

簸
介
萄
舩
紹禮松講

鞭
．

燕
室

　もうすぐ春です。平成io舘度も松之山町公襲館

では楽しい教室・講座をたくさん趨憲しました。

ザ霞由に欄性を1生かしでトライ！藩を合い欝葉に、

皆さんお誘い禽わせの上ご参撫ください、

、
手
髪
，
…
多
弩

驚之醐礪然響購．
1（小中掌生と糊

　
（
i
～
3
年
）
舅
オ
・
女
子

　
※
定
巖
3
0
0
磁
に
な
り
次
第
に

　
締
め
燐
り
ま
す
ロ

▼
繭
し
込
み
期
鷺
　
3
月
憩
嚴
（
火
）

▼
購
し
込
み
・
連
絡
兜
　
町
公
驚
館

▼
参
癩
料
　
1
、
0
0
0
門

▼
褒
彰
　
留
維
1
～
6
位
ま
で

心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

㎜
松
之
由
潟
泉
ス
涛
ー
場
…

「
溝
渉
ゆ
け
F
終
伽
」

　
「
ほ
く
ほ
く
線
醐
業
…
周
年
記
喬
ぴ

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ィ
ナ
…
レ
を

餓
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
み
ん
な
で

大
集
合
…
今
奪
は
第
蕊
翻
で
す
。

▼
期
総
　
3
月
2
2
旧
（
雛
）

▼
踏
闘
　
午
麟
憩
時
～
ギ
後
3
時

▼
金
場
　
松
之
山
温
瑛
ス
キ
妻
場

…
ー
」
…
…
ー
ー
ー
話
ー
ー
ー
噴
ー
ー
ー
ー
凄
ー
ー
ー
ー
ー
葺
ー
…
ー

臨…読護繋鞭塾

　　　　　　　　　（65歳以」二の方〉

1轍ットワ平捻く　濠騰・”

に　　　　　　　　す　　　　　　　　　ロ　　ロ　　　　じ　　ロ　　　ロ　　　　　　　　基礎捜術を掌び蒙しょう，、
　ぐソコン教室
1　　　　　　　．（一｛般〉

▼
内
容
　
瞭
の
麗
台
村
、
バ
ン
ド
演

　
灘
、
ピ
エ
ロ
シ
箏
ー
、
ゲ
ー
ム
大

　
会
、
も
ち
つ
鳶
大
会
、
甘
灘
・
豚

　
汁
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

璽
薄
ク
勇
ッ
ご

㎜
　
ア
ル
ヘ
ン
大
会
　
　
㎜

f
…
蕃
蓬
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
き
き
と

瞬萎騰禦鯵l
lエア・ヒクス鞭（子ども嵌又〉。　i

晦教室†癒蓼孫翫覇
，　　　骨
　　　　　　　　　げてみ蛋つ。（”般〉．．　　1

　　　　　　　　　初心籍の方を対象に簡単な黛i

瞳灘ま誉墜鐙璽遡
※詳しくは4月醗霧グ）チラシをご覧ください。

　
　
今
シ
ー
ズ
ン
鰻
後
の
ス
キ
ー
大
会

　
臓
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
談
せ
ん
か
弊

　
▼
期
β
　
3
月
詑
9
（
撮
〉

　
▼
時
間
　
午
薗
8
時
～
午
後
3
聴

　
▼
会
場
　
松
之
戯
温
泉
ス
キ
…
場

　
▼
種
目
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
欝
ー

　
　
ム
（
2
本
鰯
）

　
▼
裟
彰
　
各
綴
1
～
3
位
（
小
学
生

　
　
は
6
位
ま
で
）

　
▼
参
撫
料
　
1
、
o
o
β
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

重
季
｝
芋
，
季
、
馨
篠
ξ
§
髪
多
　
　
皇
｝
｛
多
筆
髪
，
｝
峯

－一■

ー
ー
…
｝
…
ー
…
ー
ー
…
…
…
ー
…
ー
ー
ー
…
…
ー
ー
…
ー
ー
ー
」

▼
締
切
懸
　
3
月
鷲
研
（
月
）
必
着

▼
麟
し
込
み
先
・
連
絡
兜
　
松
之
山

　
ス
キ
ー
協
会
事
務
漏
（
費
6
－
2

　
ま
o
O
〉

要
寺
董
翁
　
．
．

㎜
第
纏
園
松
之
出
温
泉

｝
　
　
　
　
　
　
…

廓
膨
灘
剛
」

▼
期
田
　
4
月
給
羅
（
鷺
）

▼
時
問
午
麟
8
時
3
0
分
～

▼
会
場
　
大
厳
寺
腐
原
ク
翼
ス
カ
ン

　
　
　
　
ト
リ
茎
コ
ー
ス

▼
種
目

　
①
小
掌
鷹
5
碑
（
男
子
・
女
子
）

　
②
小
学
盤
6
無
〈
勢
子
・
女
子
〉

　
③
中
掌
焦
王
球
（
男
子
・
女
子
）

　
④
中
掌
生
2
・
3
館
（
鋸
子
・
女

　
邑
⑤
少
年
男
子
1
～
3
隼
⑥
成

　
年
男
子
⑦
少
年
・
成
年
女
子

　
（
1
9
9
8
鶴
4
月
2
郷
規
筏
の

　
年
齢
・
掌
葬
と
す
る
）

▼
串
し
込
み
窮
研
　
4
月
8
撮
ハ
水
）

　
の
疋
午
ま
で

▼
購
し
込
み
先
　
購
公
疑
館
（
奮
6

　
－
2
2
6
5
）

▼
参
撫
料
　
ユ
、
0
0
0
円

▼
褒
彰
　
各
総
王
～
3
位
に
ト
”
フ

　
ィ
…
、
ま
た
各
組
1
～
6
位
ま
で

　
に
賞
状
と
賞
繍

ぎ2

縷
三
月
鷺
議
（
火
）
卒
叢
式
が
盛
大
に

行
わ
れ
、
二
十
．
七
人
全
蝿
が
卒
業
証

蟹
を
手
に
す
る
と
と
も
紅
、
人
盈
へ

の
新
た
な
決
意
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の

遵
へ
蕨
立
ち
窪
し
た
。

　
餓
藤
測
毒
町
長
を
は
じ
め
来
賓
の

方
々
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
蕩
橋
妙

子
さ
ん
の
送
辞
と
本
由
広
海
醤
の
讐

辞
に
は
互
い
へ
の
感
灘
と
借
溺
の
感

動
が
あ
り
ま
し
た
癖

　
ま
た
、
小
野
塚
轟
総
塾
ん
、
嵩
橋

患
さ
ん
、
繊
辺
雄
介
謝
の
三
人
は
、

皆
勤
賞
の
栄
韓
輝
き
、
翻
賞
と
し
て

広
辞
苑
を
授
毒
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
鷺
葎
生
の
進
露
は
、
進
掌

十
九
（
大
糞
瀧
、
短
火
二
、
専
附
学

校
十
二
）
入
、
就
職
八
人
で
し
た
．

松
蔑
で
過
ご
し
た
鷺
鶴
聞
の
思
い
綴

を
大
切
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
濡
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

欝
新
㎜
闘
の
発
褒
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

松
腐
へ
の
進
学
希
望
蕎
は
推
薦
を
含

め
て
二
十
八
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
察
下
の
分
校
の
中
で
も
簸
も
多

い
数
で
す
。
中
学
校
の
卒
薬
生
が
減

少
し
て
い
る
中
で
の
こ
の
数
は
、
地

域
の
大
き
な
支
援
と
理
解
の
結
果
と

感
激
し
、
こ
の
僑
頼
に
応
え
て
行
か

な
け
れ
ば
と
松
、
愚
の
先
焦
方
は
慧
を

強
く
し
て
い
豪
す
。

纏
第
三
園
の
漢
字
検
定
が
行
わ
れ
、

小
野
塚
盤
子
さ
ん
と
購
辺
光
霜
が
み

ご
と
二
級
合
格
を
銀
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
園
は
中
掌
盤
の
ぼ
か
賦
一

般
の
方
か
・
ン
の
参
糠
も
あ
り
、
蕊
級

を
は
じ
め
、
全
鑓
が
禽
格
で
し
た
の

次
麟
　
ハ
六
月
予
｛
疋
）
　
も
轟
八
勢
の
霧
漁
鰍

を
期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
構
、
す
。

　
ス
キ
ー
部
は
、
奪
来
の
北
海
遵
禽

宿
が
饗
功
し
、
上
越
選
手
権
で
大
活

躍
し
た
の
を
は
じ
め
、
轟
橋
妙
子
憲

ん
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
撫
場
を
渠
た
し

ま
し
た
。
禽
宿
へ
寄
せ
ら
れ
た
各
方

薦
か
ら
の
脇
力
に
大
欝
び
で
し
た
。

　
黙
遵
部
で
は
全
圃
書
き
初
め
大
展

覧
会
で
、
小
鷺
灘
子
さ
ん
が
全
園
轟

校
長
協
会
欝
を
受
賞
し
、
璽
禦
で
の

受
欝
式
に
臨
み
ま
し
た
。
ま
た
ま
た

大
活
躍
で
す
。

それぞれの夢に向って旅立った27

シ
？
ズ
図
圃
回
目
図

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
構
想

　
藩
懸
と
離
々
麟
で
、
　
「
越
後
饗
脊

ア
ー
ト
ネ
ツ
ク
レ
ス
鰹
備
構
懲
し
の

照
つ
の
往
に
つ
い
て
説
囎
し
て
き
豪

し
た
。
今
織
は
、
そ
の
中
の
「
越
後

妻
鞍
ス
テ
キ
発
箆
（
仮
称
）
篇
に
つ

い
て
、
親
総
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
を
ご
紹
介
し
象
す
茄

　
そ
の
麟
に
「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

整
講
構
想
」
の
名
称
が
、
　
、
饗
蒋
郷

ア
…
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
灘
．
備
繊
禰
肥
か

ら
「
越
後
饗
衛
ア
…
ト
ネ
ツ
ク
レ
ス

整
備
構
想
輪
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
欄
鰯
域
の
六
欝
｝
麟
．
村
を
糞
す
名
称

と
し
て
、
ま
た
全
醐
へ
発
儒
す
る
た

め
の
　
ピ
ー
ル
性
を
驚
え
て
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
　
「
十
覆
町
地
域
二
漁
ー
に

い
が
た
羅
創
プ
ラ
ン
し
が
行
う
纂
業

に
付
く
地
域
名
は
、
　
「
越
後
妻
薄
…

…
…
：
…
ご
な
り
家
す
9

　
さ
て
、
硯
窪
噴
越
後
饗
萄
ス
テ
キ

発
晃
（
仮
称
）
し
で
は
、
平
成
牽
年

度
か
ら
ス
タ
…
ト
す
る
た
め
の
準
備

と
し
て
、
　
六
箏
町
轡
か
　
　
公
蚕
仰
し
て

お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
三
十
三
人
の

続
艮
代
蓑
の
方
々
と
、
帯
購
村
の
行

政
の
方
々
十
八
人
の
計
践
牽
｝
人
で
、
’

こ
の
越
後
妻
窟
ス
テ
キ
発
覧
（
仮
称
）

を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
企
癒
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

く6〉検
討
方
法
は
、

す
る
と
い
う
の
で
は
な
く

シ
灘
ッ
プ
と

ろ
い
ろ
な
作
叢
を
進
め
な
が
ら
爵
懸

す
る
と
い
う
箏
法
で
行
っ
て
い
濠
す
、

ワ
ー
ク
シ
欝
ッ
プ
は
全
部
で
照
灘
を

計
爾
し
て
い
ま
す
．
一
鐡
目
は
｝
月

二
牽
慧
総
に
、
　
一
鐡
騒
は
二
月
牽
六

鷺
賦
行
わ
れ
濠
し
た
．
い
ず
れ
も
単

獄
の
夜
に
鶯
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

斌
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
糠
い
た
だ
い
て

お
導
ま
す
。

　
第
叫
鐡
躍
は
、
　
「
轡
入
導
ワ
…
ク

シ
濃
ッ
プ
㎏
を
行
い
ま
し
た
．
愈
舞

で
唆
ス
テ
キ
灘
毘
村
㎏
入
り
の
羅
と

ゑぢ議　（事務局〉

ぢ㊧嫉　十縫町地域

蕊壕讐　広域事務組合

鞍文2　企醐振興課
愈　　て
鑓　　ワ　会　　宏：蟄0257－57

で1譲　　一2637
いク　を

し
て
、
儒
濃
趨
の
土
偽
、
太
洋
紙
に
手

形
を
押
し
て
仲
闘
入
り
を
し
、
今
後

の
意
氣
、
こ
み
を
鳳
せ
ま
し
た
．
そ
の

後
は
、
ア
ー
ト
ミ
ニ
講
鰹
父
ラ
イ

ド
鵜
よ
る
事
例
紹
介
〉
や
グ
ル
ー
プ

紅
分
か
れ
て
イ
ン
タ
ビ
漁
ー
ゲ
ー
ム

（
根
拳
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
垂
し
て
内
容

を
欝
き
取
る
）
な
ど
を
行
い
、
ス
テ

キ
発
見
の
第
…
歩
を
踏
み
礁
し
豪
し

た
。
　
第
二
醸
蟹
は
、
｝
圓
懲
の
宿
題
だ

っ
た
「
霞
分
で
箆
つ
け
た
ス
テ
キ
発

…
兇
哩
の
発
袈
金
や
ア
ー
ト
ミ
轟
講
座

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
癖
ミ
ユ
講
座

で
は
、
綴
紅
冤
え
な
い
も
の
を
絵
紅

警
き
そ
れ
を
表
親
し
ま
し
た
。

　
次
に
企
爾
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
ス

テ
キ
発
発
に
圏
域
の
内
外
か
ゆ
滲
加

さ
れ
る
方
に
ど
ん
な
贈
り
も
の
（
賞

編
）
を
あ
げ
ら
れ
る
か
を
簸
溺
に
検

討
、
そ
れ
を
発
表
し
禽
い
家
し
た
、

　
第
黒
麟
闘
は
、
　
一
月
上
旬
に
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
企
顧
内
容
の
検

討
を
、
藪
鷹
簸
終
園
は
鷺
月
中
旬
続

公
闘
ワ
ー
ク
シ
翌
ッ
プ
を
行
い
、
　
一

般
の
方
々
か
ら
も
参
撫
い
た
だ
き
お

譲
を
闘
い
て
い
た
だ
こ
う
と
欝
顧
し

て
お
り
濠
す
．

　
も
し
、
　
「
私
も
ワ
…
ク
シ
瀞
ッ
プ

に
参
撫
し
て
み
た
い
㎏
と
思
わ
れ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
周
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

’3
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事
業
案
内
㍗
㌔

｝
県
ス
串
ー
連
盟
公
認
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
　
■

い

㎜
松
之
出
温
泉
N
S
T

｝
㎜
サ
ロ
篭
ン
・
ス
バ
ル
カ
ッ
プ
、

ξ
多
G
s
し
套

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

▼
期
繍
　
3
月
雛
嬢
（
土
）

▼
跨
問
　
午
潮
8
時
～
午
後
3
時

▼
会
場
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
…
場

▼
種
目
　
大
醸
転

▼
参
鍍
資
格
　
①
小
学
愈
A
ハ
6
無
）

男
子
・
女
子
②
小
学
焦
B
⑤
～

　
5
鶴
）
男
子
・
女
畢
《
小
掌
盆
3

　
年
磁
以
下
は
漸
鵬
長
の
推
薦
が
あ

　
れ
ば
繊
場
で
藝
ま
す
》
③
中
学
蕊

マ
モ
き
ヨ
き

一
　
　
　
一

ゆ

簸
介
萄
舩
紹禮松講

鞭
．

燕
室

　もうすぐ春です。平成io舘度も松之山町公襲館

では楽しい教室・講座をたくさん趨憲しました。

ザ霞由に欄性を1生かしでトライ！藩を合い欝葉に、

皆さんお誘い禽わせの上ご参撫ください、

、
手
髪
，
…
多
弩

驚之醐礪然響購．
1（小中掌生と糊

　
（
i
～
3
年
）
舅
オ
・
女
子

　
※
定
巖
3
0
0
磁
に
な
り
次
第
に

　
締
め
燐
り
ま
す
ロ

▼
繭
し
込
み
期
鷺
　
3
月
憩
嚴
（
火
）

▼
購
し
込
み
・
連
絡
兜
　
町
公
驚
館

▼
参
癩
料
　
1
、
0
0
0
門

▼
褒
彰
　
留
維
1
～
6
位
ま
で

心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

㎜
松
之
由
潟
泉
ス
涛
ー
場
…

「
溝
渉
ゆ
け
F
終
伽
」

　
「
ほ
く
ほ
く
線
醐
業
…
周
年
記
喬
ぴ

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
フ
ィ
ナ
…
レ
を

餓
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
み
ん
な
で

大
集
合
…
今
奪
は
第
蕊
翻
で
す
。

▼
期
総
　
3
月
2
2
旧
（
雛
）

▼
踏
闘
　
午
麟
憩
時
～
ギ
後
3
時

▼
金
場
　
松
之
山
温
瑛
ス
キ
妻
場

…
ー
」
…
…
ー
ー
ー
話
ー
ー
ー
噴
ー
ー
ー
ー
凄
ー
ー
ー
ー
ー
葺
ー
…
ー

臨…読護繋鞭塾

　　　　　　　　　（65歳以」二の方〉

1轍ットワ平捻く　濠騰・”

に　　　　　　　　す　　　　　　　　　ロ　　ロ　　　　じ　　ロ　　　ロ　　　　　　　　基礎捜術を掌び蒙しょう，、
　ぐソコン教室
1　　　　　　　．（一｛般〉

▼
内
容
　
瞭
の
麗
台
村
、
バ
ン
ド
演

　
灘
、
ピ
エ
ロ
シ
箏
ー
、
ゲ
ー
ム
大

　
会
、
も
ち
つ
鳶
大
会
、
甘
灘
・
豚

　
汁
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

璽
薄
ク
勇
ッ
ご

㎜
　
ア
ル
ヘ
ン
大
会
　
　
㎜

f
…
蕃
蓬
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
き
き
と

瞬萎騰禦鯵l
lエア・ヒクス鞭（子ども嵌又〉。　i

晦教室†癒蓼孫翫覇
，　　　骨
　　　　　　　　　げてみ蛋つ。（”般〉．．　　1

　　　　　　　　　初心籍の方を対象に簡単な黛i

瞳灘ま誉墜鐙璽遡
※詳しくは4月醗霧グ）チラシをご覧ください。

　
　
今
シ
ー
ズ
ン
鰻
後
の
ス
キ
ー
大
会

　
臓
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
談
せ
ん
か
弊

　
▼
期
β
　
3
月
詑
9
（
撮
〉

　
▼
時
間
　
午
薗
8
時
～
午
後
3
聴

　
▼
会
場
　
松
之
戯
温
泉
ス
キ
…
場

　
▼
種
目
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
欝
ー

　
　
ム
（
2
本
鰯
）

　
▼
裟
彰
　
各
綴
1
～
3
位
（
小
学
生

　
　
は
6
位
ま
で
）

　
▼
参
撫
料
　
1
、
o
o
β
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

重
季
｝
芋
，
季
、
馨
篠
ξ
§
髪
多
　
　
皇
｝
｛
多
筆
髪
，
｝
峯

－一■

ー
ー
…
｝
…
ー
…
ー
ー
…
…
…
ー
…
ー
ー
ー
…
…
ー
ー
…
ー
ー
ー
」

▼
締
切
懸
　
3
月
鷲
研
（
月
）
必
着

▼
麟
し
込
み
先
・
連
絡
兜
　
松
之
山

　
ス
キ
ー
協
会
事
務
漏
（
費
6
－
2

　
ま
o
O
〉

要
寺
董
翁
　
．
．

㎜
第
纏
園
松
之
出
温
泉

｝
　
　
　
　
　
　
…

廓
膨
灘
剛
」

▼
期
田
　
4
月
給
羅
（
鷺
）

▼
時
問
午
麟
8
時
3
0
分
～

▼
会
場
　
大
厳
寺
腐
原
ク
翼
ス
カ
ン

　
　
　
　
ト
リ
茎
コ
ー
ス

▼
種
目

　
①
小
掌
鷹
5
碑
（
男
子
・
女
子
）

　
②
小
学
盤
6
無
〈
勢
子
・
女
子
〉

　
③
中
掌
焦
王
球
（
男
子
・
女
子
）

　
④
中
掌
生
2
・
3
館
（
鋸
子
・
女

　
邑
⑤
少
年
男
子
1
～
3
隼
⑥
成

　
年
男
子
⑦
少
年
・
成
年
女
子

　
（
1
9
9
8
鶴
4
月
2
郷
規
筏
の

　
年
齢
・
掌
葬
と
す
る
）

▼
串
し
込
み
窮
研
　
4
月
8
撮
ハ
水
）

　
の
疋
午
ま
で

▼
購
し
込
み
先
　
購
公
疑
館
（
奮
6

　
－
2
2
6
5
）

▼
参
撫
料
　
ユ
、
0
0
0
円

▼
褒
彰
　
各
総
王
～
3
位
に
ト
”
フ

　
ィ
…
、
ま
た
各
組
1
～
6
位
ま
で

　
に
賞
状
と
賞
繍

ぎ2

縷
三
月
鷺
議
（
火
）
卒
叢
式
が
盛
大
に

行
わ
れ
、
二
十
．
七
人
全
蝿
が
卒
業
証

蟹
を
手
に
す
る
と
と
も
紅
、
人
盈
へ

の
新
た
な
決
意
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の

遵
へ
蕨
立
ち
窪
し
た
。

　
餓
藤
測
毒
町
長
を
は
じ
め
来
賓
の

方
々
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
蕩
橋
妙

子
さ
ん
の
送
辞
と
本
由
広
海
醤
の
讐

辞
に
は
互
い
へ
の
感
灘
と
借
溺
の
感

動
が
あ
り
ま
し
た
癖

　
ま
た
、
小
野
塚
轟
総
塾
ん
、
嵩
橋

患
さ
ん
、
繊
辺
雄
介
謝
の
三
人
は
、

皆
勤
賞
の
栄
韓
輝
き
、
翻
賞
と
し
て

広
辞
苑
を
授
毒
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
鷺
葎
生
の
進
露
は
、
進
掌

十
九
（
大
糞
瀧
、
短
火
二
、
専
附
学

校
十
二
）
入
、
就
職
八
人
で
し
た
．

松
蔑
で
過
ご
し
た
鷺
鶴
聞
の
思
い
綴

を
大
切
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
濡
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

欝
新
㎜
闘
の
発
褒
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

松
腐
へ
の
進
学
希
望
蕎
は
推
薦
を
含

め
て
二
十
八
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
察
下
の
分
校
の
中
で
も
簸
も
多

い
数
で
す
。
中
学
校
の
卒
薬
生
が
減

少
し
て
い
る
中
で
の
こ
の
数
は
、
地

域
の
大
き
な
支
援
と
理
解
の
結
果
と

感
激
し
、
こ
の
僑
頼
に
応
え
て
行
か

な
け
れ
ば
と
松
、
愚
の
先
焦
方
は
慧
を

強
く
し
て
い
豪
す
。

纏
第
三
園
の
漢
字
検
定
が
行
わ
れ
、

小
野
塚
盤
子
さ
ん
と
購
辺
光
霜
が
み

ご
と
二
級
合
格
を
銀
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
園
は
中
掌
盤
の
ぼ
か
賦
一

般
の
方
か
・
ン
の
参
糠
も
あ
り
、
蕊
級

を
は
じ
め
、
全
鑓
が
禽
格
で
し
た
の

次
麟
　
ハ
六
月
予
｛
疋
）
　
も
轟
八
勢
の
霧
漁
鰍

を
期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
構
、
す
。

　
ス
キ
ー
部
は
、
奪
来
の
北
海
遵
禽

宿
が
饗
功
し
、
上
越
選
手
権
で
大
活

躍
し
た
の
を
は
じ
め
、
轟
橋
妙
子
憲

ん
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
撫
場
を
渠
た
し

ま
し
た
。
禽
宿
へ
寄
せ
ら
れ
た
各
方

薦
か
ら
の
脇
力
に
大
欝
び
で
し
た
。

　
黙
遵
部
で
は
全
圃
書
き
初
め
大
展

覧
会
で
、
小
鷺
灘
子
さ
ん
が
全
園
轟

校
長
協
会
欝
を
受
賞
し
、
璽
禦
で
の

受
欝
式
に
臨
み
ま
し
た
。
ま
た
ま
た

大
活
躍
で
す
。

それぞれの夢に向って旅立った27

シ
？
ズ
図
圃
回
目
図

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
構
想

　
藩
懸
と
離
々
麟
で
、
　
「
越
後
饗
脊

ア
ー
ト
ネ
ツ
ク
レ
ス
鰹
備
構
懲
し
の

照
つ
の
往
に
つ
い
て
説
囎
し
て
き
豪

し
た
。
今
織
は
、
そ
の
中
の
「
越
後

妻
鞍
ス
テ
キ
発
箆
（
仮
称
）
篇
に
つ

い
て
、
親
総
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
を
ご
紹
介
し
象
す
茄

　
そ
の
麟
に
「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

整
講
構
想
」
の
名
称
が
、
　
、
饗
蒋
郷

ア
…
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
灘
．
備
繊
禰
肥
か

ら
「
越
後
饗
衛
ア
…
ト
ネ
ツ
ク
レ
ス

整
備
構
想
輪
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
欄
鰯
域
の
六
欝
｝
麟
．
村
を
糞
す
名
称

と
し
て
、
ま
た
全
醐
へ
発
儒
す
る
た

め
の
　
ピ
ー
ル
性
を
驚
え
て
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
　
「
十
覆
町
地
域
二
漁
ー
に

い
が
た
羅
創
プ
ラ
ン
し
が
行
う
纂
業

に
付
く
地
域
名
は
、
　
「
越
後
妻
薄
…

…
…
：
…
ご
な
り
家
す
9

　
さ
て
、
硯
窪
噴
越
後
饗
萄
ス
テ
キ

発
晃
（
仮
称
）
し
で
は
、
平
成
牽
年

度
か
ら
ス
タ
…
ト
す
る
た
め
の
準
備

と
し
て
、
　
六
箏
町
轡
か
　
　
公
蚕
仰
し
て

お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
三
十
三
人
の

続
艮
代
蓑
の
方
々
と
、
帯
購
村
の
行

政
の
方
々
十
八
人
の
計
践
牽
｝
人
で
、
’

こ
の
越
後
妻
窟
ス
テ
キ
発
覧
（
仮
称
）

を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
企
癒
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

く6〉検
討
方
法
は
、

す
る
と
い
う
の
で
は
な
く

シ
灘
ッ
プ
と

ろ
い
ろ
な
作
叢
を
進
め
な
が
ら
爵
懸

す
る
と
い
う
箏
法
で
行
っ
て
い
濠
す
、

ワ
ー
ク
シ
欝
ッ
プ
は
全
部
で
照
灘
を

計
爾
し
て
い
ま
す
．
一
鐡
目
は
｝
月

二
牽
慧
総
に
、
　
一
鐡
騒
は
二
月
牽
六

鷺
賦
行
わ
れ
濠
し
た
．
い
ず
れ
も
単

獄
の
夜
に
鶯
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

斌
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
糠
い
た
だ
い
て

お
導
ま
す
。

　
第
叫
鐡
躍
は
、
　
「
轡
入
導
ワ
…
ク

シ
濃
ッ
プ
㎏
を
行
い
ま
し
た
．
愈
舞

で
唆
ス
テ
キ
灘
毘
村
㎏
入
り
の
羅
と

ゑぢ議　（事務局〉

ぢ㊧嫉　十縫町地域

蕊壕讐　広域事務組合

鞍文2　企醐振興課
愈　　て
鑓　　ワ　会　　宏：蟄0257－57

で1譲　　一2637
いク　を

し
て
、
儒
濃
趨
の
土
偽
、
太
洋
紙
に
手

形
を
押
し
て
仲
闘
入
り
を
し
、
今
後

の
意
氣
、
こ
み
を
鳳
せ
ま
し
た
．
そ
の

後
は
、
ア
ー
ト
ミ
ニ
講
鰹
父
ラ
イ

ド
鵜
よ
る
事
例
紹
介
〉
や
グ
ル
ー
プ

紅
分
か
れ
て
イ
ン
タ
ビ
漁
ー
ゲ
ー
ム

（
根
拳
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
垂
し
て
内
容

を
欝
き
取
る
）
な
ど
を
行
い
、
ス
テ

キ
発
見
の
第
…
歩
を
踏
み
礁
し
豪
し

た
。
　
第
二
醸
蟹
は
、
｝
圓
懲
の
宿
題
だ

っ
た
「
霞
分
で
箆
つ
け
た
ス
テ
キ
発

…
兇
哩
の
発
袈
金
や
ア
ー
ト
ミ
轟
講
座

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
癖
ミ
ユ
講
座

で
は
、
綴
紅
冤
え
な
い
も
の
を
絵
紅

警
き
そ
れ
を
表
親
し
ま
し
た
。

　
次
に
企
爾
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
ス

テ
キ
発
発
に
圏
域
の
内
外
か
ゆ
滲
加

さ
れ
る
方
に
ど
ん
な
贈
り
も
の
（
賞

編
）
を
あ
げ
ら
れ
る
か
を
簸
溺
に
検

討
、
そ
れ
を
発
表
し
禽
い
家
し
た
、

　
第
黒
麟
闘
は
、
　
一
月
上
旬
に
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
企
顧
内
容
の
検

討
を
、
藪
鷹
簸
終
園
は
鷺
月
中
旬
続

公
闘
ワ
ー
ク
シ
翌
ッ
プ
を
行
い
、
　
一

般
の
方
々
か
ら
も
参
撫
い
た
だ
き
お

譲
を
闘
い
て
い
た
だ
こ
う
と
欝
顧
し

て
お
り
濠
す
．

　
も
し
、
　
「
私
も
ワ
…
ク
シ
瀞
ッ
プ

に
参
撫
し
て
み
た
い
㎏
と
思
わ
れ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
周
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
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旨
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多
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多
　
筆
　
｝
　
季
　
…
　
拳
　
毫
ー
　
き
　
ー
ミ
一
等
　
葉
｝
　
蓬
－
　
茎

戦
没
者
等
の

遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　
　
　
　
　
　
　
総
務
蝶
住
戻
係

　
お
忘
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
7

特
溺
弔
慰
金
の
講
求
は
、
平
成
憩
年

3
月
綴
霞
ま
で
で
す
。

　
平
成
7
年
4
懲
1
日
に
お
い
て
、

遺
族
の
な
か
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族

舘
金
等
の
受
給
権
を
脊
す
る
者
が
い

な
い
場
合
に
、
戦
没
轡
等
の
死
燦
当

時
に
”
”
二
親
等
内
で
あ
っ
た
選
族
の
方

に
特
溺
弔
慰
金
と
し
て
額
瀬
4
0
万
円
、

憩
年
償
漏
還
の
團
億
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
請
求
の
受
付
は
、
平
成
1
0
年
3
月

誕
日
ま
で
で
す
。
受
付
期
隈
が
違
っ

て
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は

急
い
で
請
求
手
続
き
を
お
取
り
く
だ

さ
い
。

　
不
明
な
点
は
、
役
場
総
務
誤
住
擬

係
ま
で
お
問
い
愈
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
内
線
5
4
〉

■
多
旨
■
｝
F
「
F
！
§
一
…
至
■
筆
重
p
季
重
p
E
p
ξ
一
～
き
ー
ξ
尋
－
争
多
　
蕃
　
　
き
p
婁
を
ー
ー
｝
重
「
吾
三
｛
F
ー

登
記
地
目
の
現
況
確
認

実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
税
務
係

　
今
家
で
皆
さ
ん
か
ら
幽
告
し
て
い

た
だ
い
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
　
っ
現

溌
確
認
」
を
終
え
豪
し
た
。
来
葎
渡

以
降
も
現
況
を
確
認
し
、
硯
況
諜
税

を
実
施
す
る
予
定
で
す
．

　
あ
な
た
の
所
禽
地
で
、
登
記
地
目

と
現
況
が
異
な
っ
て
い
る
烹
地
（
農

地
に
限
ら
ず
全
地
目
）
を
申
欝
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
購
欝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
晦
魯
書
§
役
場
総
務
諜
税
務
係
に

　
胴
意
し
て
あ
り
濠
す
の
で
、
税
務

　
係
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
．

▼
申
告
朗
田
騒
平
成
欝
年
6
月
牽
嬉

▼
問
い
合
わ
せ
先
諺
役
場
総
務
謙
税

　
務
係
ま
で
（
内
線
2
6
・
2
7
〉

　
i
i
一
…
…
…
i
…
　
…
…
｛
…
！
　
…
…
…
…
…
　
…
ヒ

平
成
組
年
度

県
政
モ
ニ
タ
善
募
集

　
　
　
　
票
広
報
広
聴
諜
菰
聴
係

　
県
で
は
、
広
く
県
畏
皆
さ
ん
の
意

冤
、
要
望
な
ど
を
お
聴
き
す
る
た
め
、

次
に
よ
り
県
政
モ
ニ
タ
…
を
葬
集
し

ま
す
。

▼
応
募
資
格
誇
姦
月
玉
懸
環
在
、
2
0

　
歳
以
上
の
県
罠
．
た
だ
し
、
議
会

　
議
員
、
公
務
員
、
県
が
委
嘱
し
た

　
モ
ニ
タ
！
は
億
暮
で
き
ま
せ
ん
。

▼
任
襯
蓑
単
成
鷲
舘
3
月
雛
鑓
ま
で

▼
応
、
舞
力
法
擁
は
が
き
紅
住
所
、
氏

名
（
ふ
9
が
な
）
、

　
　
　
逡
爵
番
勢
、

関
心
の
あ
る
事
項
、

こ
と
（
百
、
子
程
度
）

　
え
お
嘩
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
葵
集
期
間
珪
3
月
鍛
懸
ま
で

　
欝
消
印
禽
効
）

▼
問
い
禽
わ
せ
・
申
し
込
み
蓑
〒
9

　
5
0
…
8
5
7
0
　
県
庁
総
務
部

　
広
報
広
聴
謙
広
聴
係
（
住
所
は
詑

　
入
不
要
）
償
0
2
5
－
2
8
5
－

　
5
5
1
｝
（
内
線
2
1
玉
7
）

荘
ン
…
…
i
…
i
…
…
…
…
i
；
…
…
i
i
…
，
5
旨
…
…
…
旨
旨
i
撃
5
i
i

法
務
局
十
日
町
支
局
が

4
月
に
新
設
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
新
潟
地
方
法
務
局

　
新
潟
地
方
法
務
周
十
日
町
出
張
所

は
、
平
成
憩
奪
4
月
に
「
新
潟
地
方

法
務
周
十
鷺
時
支
周
揺
と
な
り
ま
す
。

　
十
鷺
町
支
局
の
取
扱
事
務
は
、
不

動
産
登
詑
・
商
業
法
人
登
認
、
揮
籍
、

圏
籍
、
供
託
、
人
権
擁
護
等
で
す
。

▼
纂
務
の
取
扱
い
等
績
つ
い
て
の
騨

ね
先
　
新
潟
地
方
法
務
罵
総
務
諜
費
0
2

5
－
2
2
2
1
1
5
6
1
（
内
線
3

0
4
）

　
新
潟
地
方
法
務
局
十
田
町
戯
張
所

費
0
2
5
7
－
5
2
－
2
5
7
5

奪
齢
、
性
劉
、

察
政
で
｝
番

県
政
に
望
む

を
韻
入
の
う

　
　
ω

　
　
　
（
当

3月の交通安全
　　キャンペーン

口常的な整備・点検に

　　心・がけましょう

◆異常を感じたら皐めに修理を

依頼しましょう。

◆霞分の命を乗せていることを

　自覚し、整備・点検紀あたり

　ましょう。

知
っ
て
得
す
る
年
金
知
識

　
割
引
が
あ
っ
て
便
利
な

　
　
　
「
菌
納
翻
度
」
を
ご
利
罵
く
だ
さ
い

　
國
観
隼
金
に
は
、
将
来
の
…
定

期
問
の
保
険
料
を
萌
も
っ
て
納
め

る
こ
と
の
で
き
る
鳶
削
納
鰯
度
篇

が
あ
り
ま
す
．

　
収
入
が
一
定
朗
聞
に
緯
寄
る
人
、

忙
し
く
て
保
険
料
を
納
め
に
行
け

な
か
っ
た
り
、
う
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
う
人
な
ど
、
ぜ
ひ
「
麟
納
制

度
偏
を
ご
利
馬
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
煎
納
す
る
と
、
無
五

分
五
慶
（
複
利
親
緬
法
）
の
割
引

き
が
受
け
ら
れ
家
す
．

　
平
成
牽
年
麟
月
に
平
成
十
一
年

三
月
ま
で
の
一
年
簡
の
保
険
料
を

麟
納
す
る
と
き
は
、
次
の
金
額
で

す
。▽
定
額
保
険
料

　
　
　
　
　
鯛
玉
五
、
七
五
〇
円

▽
定
額
保
険
料
牽
付
湘
保
険
料

　
　
　
　
　
脚
穴
○
、
四
蕊
○
円

　
毎
月
納
め
た
と
き
と
比
べ
て
、

定
額
保
険
料
で
三
、
八
五
〇
円
、

定
額
保
険
料
・
付
翻
保
険
料
で
は

三
、
九
七
〇
円
が
翻
引
さ
れ
ま
す
。

　
萌
納
を
稀
望
す
る
人
は
、
町
役

場
の
綱
鰹
年
金
挺
当
窓
鑓
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
繰
住
戻

係
圏
罠
年
金
挺
当
へ
費
6
－
3
1

3
1
（
内
線
5
三
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…
…
多
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
斐
F
星
呈
■
多
呈
■
呈
乎
『
ミ
ー
黍
p
手
姜
■
…

　
　
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
　
級
指
導
員
養
成
講
座

　
　
県
ネ
ィ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
は
、
自
分
の

持
つ
五
感
を
使
っ
て
懲
然
を
薩
接
体

験
す
る
こ
と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
窃

然
へ
の
理
解
と
豊
か
な
感
受
樵
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
ゆ

　
こ
の
た
び
、
こ
の
ネ
イ
チ
ヤ
ー
ゲ

ー
ム
の
体
験
と
理
念
が
掌
べ
る
初
級

指
導
春
養
成
講
慶
が
県
内
で
闘
催
さ

れ
濠
す
．
ぜ
ひ
、
ご
参
趨
く
だ
さ
い
。

▼
β
時
鑓
．
平
成
鎗
年
6
月
5
澱
（
金
）

　
～
7
欝
（
鷺
）
濠
で

▼
会
場
蓑
團
立
妙
嵩
少
無
潔
然
の
家

▼
参
撫
資
格
嚢
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
に
関
心
の
あ
る
爲
歳
以
上
の
勇
女

　
器
名

▼
参
撫
費
胴
鐸
2
万
3
千
円
く
受
講

　
料
、
宿
泊
食
費
、
諸
経
費
等
）

▼
硝
込
方
法
舞
参
撫
を
希
望
爵
れ
る

方
に
は
募
集
要
項
を
お
送
り
し
ま

麿
ノ
鳴
艶
図
0
2
5
！
2
6
8
－
2

6
エ
8
　
櫨
木
ま
で

す
の
で
、
次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
率
臼
町
労
働
基
準
監
督
署

職
場
は
、
す
べ
て
週
鱒
時
間
労
働
舗

　
平
成
攣
隼
4
月
1
欝
か
ら
、
す
べ

て
の
事
薬
場
（
商
業
、
映
画
・
演
園

叢
、
保
健
衛
生
業
、
接
客
娯
楽
薬
の

事
業
の
う
ち
、
従
業
磯
が
鎗
人
宋
満

の
規
模
の
事
業
場
を
除
き
濠
す
〉
に

週
4
0
時
間
労
働
綱
が
適
驚
さ
れ
、
理

雀
ま
で
に
9
翻
近
く
の
懸
業
場
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
ゆ

　
週
垂
0
時
聞
労
働
翻
を
実
施
す
る
こ

と
は
、
従
業
轟
の
方
に
ゆ
と
り
と
ヤ

ル
覧
を
生
み
出
し
、
仕
事
の
効
率
も

ア
ツ
プ
～
な
ど
の
メ
リ
ツ
ト
が
た
く

さ
ん
あ
サ
豪
す
。
蒙
た
、
週
菊
縛
閥

曽
卿
曜
欝
㎜

撫覆

労
働
綱
の
定
欝
を
図
る
た
め
の
助
成

綱
度
も
あ
り
ま
す
ひ

　
詳
し
く
は
、
牽
鷺
購
労
働
墓
準
驚

督
薯
（
十
爲
町
市
宇
都
憲
9
番
地
）

費
0
2
5
7
…
5
2
－
2
0
7
9
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

驚
響
園
、

　
　
　
　
　
県
交
還
事
故
相
談
所

　
集
で
は
、

交
通
事
故
被
　
　
爾
熱
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　
踏
曹
』

潔
暑
の
救
済
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
論

と
援
護
の
た

め
、
常
設
の

根
談
漸
を
闇

設
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、

遠
騙
地
等
の
方
々
の
た
め
に
、
移
動

獺
談
所
も
闇
設
し
て
い
ま
す
。
平
成

鎗
年
度
の
移
動
相
談
燐
は
次
の
と
お

9
で
す
。
お
黛
軽
に
穂
罵
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
壁
十
環
購
驚
役
所

▼
開
設
鑓
隠
鱈
鐘
月
第
2
月
曜
藏

　
【
4
月
鴛
撫
、
5
湧
n
欝
、
6
瑠

　
8
鷺
、
7
月
欝
欝
、
8
月
m
縫
、

　
9
月
溢
欝
、
紛
月
1
2
鑓
、
難
月
9

　
霞
、
鴛
月
M
欝
、
i
月
難
総
、
2

　
月
8
研
、
3
月
8
賑
一
た
だ
し
、

　
9
月
は
第
3
月
曜
臼
と
な
り
藪
す
．

▼
周
い
禽
わ
せ
先
蓑
薪
潟
膿
交
通
纂

　
故
相
談
勝
（
県
庁
内
）
餐
0
2
5

　
－
2
8
5
…
5
5
1
三
ハ
内
線
3

　
9
7
2
、
3
9
7
3
）

「臓奪幾新潟購購総舗談センターの轍睡
旨§談種鷺彗汁疑談薮い蟹談輔繍談則
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特
溺
弔
慰
金
の
講
求
は
、
平
成
憩
年

3
月
綴
霞
ま
で
で
す
。

　
平
成
7
年
4
懲
1
日
に
お
い
て
、

遺
族
の
な
か
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族

舘
金
等
の
受
給
権
を
脊
す
る
者
が
い

な
い
場
合
に
、
戦
没
轡
等
の
死
燦
当

時
に
”
”
二
親
等
内
で
あ
っ
た
選
族
の
方

に
特
溺
弔
慰
金
と
し
て
額
瀬
4
0
万
円
、

憩
年
償
漏
還
の
團
億
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
請
求
の
受
付
は
、
平
成
1
0
年
3
月

誕
日
ま
で
で
す
。
受
付
期
隈
が
違
っ

て
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は

急
い
で
請
求
手
続
き
を
お
取
り
く
だ

さ
い
。

　
不
明
な
点
は
、
役
場
総
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ま
で
お
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さ
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現
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し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
税
務
係

　
今
家
で
皆
さ
ん
か
ら
幽
告
し
て
い

た
だ
い
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
　
っ
現

溌
確
認
」
を
終
え
豪
し
た
。
来
葎
渡

以
降
も
現
況
を
確
認
し
、
硯
況
諜
税

を
実
施
す
る
予
定
で
す
．

　
あ
な
た
の
所
禽
地
で
、
登
記
地
目

と
現
況
が
異
な
っ
て
い
る
烹
地
（
農

地
に
限
ら
ず
全
地
目
）
を
申
欝
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
購
欝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
晦
魯
書
§
役
場
総
務
諜
税
務
係
に

　
胴
意
し
て
あ
り
濠
す
の
で
、
税
務

　
係
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
．

▼
申
告
朗
田
騒
平
成
欝
年
6
月
牽
嬉

▼
問
い
合
わ
せ
先
諺
役
場
総
務
謙
税

　
務
係
ま
で
（
内
線
2
6
・
2
7
〉

　
i
i
一
…
…
…
i
…
　
…
…
｛
…
！
　
…
…
…
…
…
　
…
ヒ

平
成
組
年
度

県
政
モ
ニ
タ
善
募
集

　
　
　
　
票
広
報
広
聴
諜
菰
聴
係

　
県
で
は
、
広
く
県
畏
皆
さ
ん
の
意

冤
、
要
望
な
ど
を
お
聴
き
す
る
た
め
、

次
に
よ
り
県
政
モ
ニ
タ
…
を
葬
集
し

ま
す
。

▼
応
募
資
格
誇
姦
月
玉
懸
環
在
、
2
0

　
歳
以
上
の
県
罠
．
た
だ
し
、
議
会

　
議
員
、
公
務
員
、
県
が
委
嘱
し
た

　
モ
ニ
タ
！
は
億
暮
で
き
ま
せ
ん
。

▼
任
襯
蓑
単
成
鷲
舘
3
月
雛
鑓
ま
で

▼
応
、
舞
力
法
擁
は
が
き
紅
住
所
、
氏

名
（
ふ
9
が
な
）
、

　
　
　
逡
爵
番
勢
、

関
心
の
あ
る
事
項
、

こ
と
（
百
、
子
程
度
）

　
え
お
嘩
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
葵
集
期
間
珪
3
月
鍛
懸
ま
で

　
欝
消
印
禽
効
）

▼
問
い
禽
わ
せ
・
申
し
込
み
蓑
〒
9

　
5
0
…
8
5
7
0
　
県
庁
総
務
部

　
広
報
広
聴
謙
広
聴
係
（
住
所
は
詑

　
入
不
要
）
償
0
2
5
－
2
8
5
－

　
5
5
1
｝
（
内
線
2
1
玉
7
）

荘
ン
…
…
i
…
i
…
…
…
…
i
；
…
…
i
i
…
，
5
旨
…
…
…
旨
旨
i
撃
5
i
i

法
務
局
十
日
町
支
局
が

4
月
に
新
設
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
新
潟
地
方
法
務
局

　
新
潟
地
方
法
務
周
十
日
町
出
張
所

は
、
平
成
憩
奪
4
月
に
「
新
潟
地
方

法
務
周
十
鷺
時
支
周
揺
と
な
り
ま
す
。

　
十
鷺
町
支
局
の
取
扱
事
務
は
、
不

動
産
登
詑
・
商
業
法
人
登
認
、
揮
籍
、

圏
籍
、
供
託
、
人
権
擁
護
等
で
す
。

▼
纂
務
の
取
扱
い
等
績
つ
い
て
の
騨

ね
先
　
新
潟
地
方
法
務
罵
総
務
諜
費
0
2

5
－
2
2
2
1
1
5
6
1
（
内
線
3

0
4
）

　
新
潟
地
方
法
務
局
十
田
町
戯
張
所

費
0
2
5
7
－
5
2
－
2
5
7
5

奪
齢
、
性
劉
、

察
政
で
｝
番

県
政
に
望
む

を
韻
入
の
う

　
　
ω

　
　
　
（
当

3月の交通安全
　　キャンペーン

口常的な整備・点検に

　　心・がけましょう

◆異常を感じたら皐めに修理を

依頼しましょう。

◆霞分の命を乗せていることを

　自覚し、整備・点検紀あたり

　ましょう。

知
っ
て
得
す
る
年
金
知
識

　
割
引
が
あ
っ
て
便
利
な

　
　
　
「
菌
納
翻
度
」
を
ご
利
罵
く
だ
さ
い

　
國
観
隼
金
に
は
、
将
来
の
…
定

期
問
の
保
険
料
を
萌
も
っ
て
納
め

る
こ
と
の
で
き
る
鳶
削
納
鰯
度
篇

が
あ
り
ま
す
．

　
収
入
が
一
定
朗
聞
に
緯
寄
る
人
、

忙
し
く
て
保
険
料
を
納
め
に
行
け

な
か
っ
た
り
、
う
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
う
人
な
ど
、
ぜ
ひ
「
麟
納
制

度
偏
を
ご
利
馬
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
煎
納
す
る
と
、
無
五

分
五
慶
（
複
利
親
緬
法
）
の
割
引

き
が
受
け
ら
れ
家
す
．

　
平
成
牽
年
麟
月
に
平
成
十
一
年

三
月
ま
で
の
一
年
簡
の
保
険
料
を

麟
納
す
る
と
き
は
、
次
の
金
額
で

す
。▽
定
額
保
険
料

　
　
　
　
　
鯛
玉
五
、
七
五
〇
円

▽
定
額
保
険
料
牽
付
湘
保
険
料

　
　
　
　
　
脚
穴
○
、
四
蕊
○
円

　
毎
月
納
め
た
と
き
と
比
べ
て
、

定
額
保
険
料
で
三
、
八
五
〇
円
、

定
額
保
険
料
・
付
翻
保
険
料
で
は

三
、
九
七
〇
円
が
翻
引
さ
れ
ま
す
。

　
萌
納
を
稀
望
す
る
人
は
、
町
役

場
の
綱
鰹
年
金
挺
当
窓
鑓
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
繰
住
戻

係
圏
罠
年
金
挺
当
へ
費
6
－
3
1

3
1
（
内
線
5
三

’4

　
　
　
　
…
…
多
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
斐
F
星
呈
■
多
呈
■
呈
乎
『
ミ
ー
黍
p
手
姜
■
…

　
　
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
　
級
指
導
員
養
成
講
座

　
　
県
ネ
ィ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
は
、
自
分
の

持
つ
五
感
を
使
っ
て
懲
然
を
薩
接
体

験
す
る
こ
と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
窃

然
へ
の
理
解
と
豊
か
な
感
受
樵
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
ゆ

　
こ
の
た
び
、
こ
の
ネ
イ
チ
ヤ
ー
ゲ

ー
ム
の
体
験
と
理
念
が
掌
べ
る
初
級

指
導
春
養
成
講
慶
が
県
内
で
闘
催
さ

れ
濠
す
．
ぜ
ひ
、
ご
参
趨
く
だ
さ
い
。

▼
β
時
鑓
．
平
成
鎗
年
6
月
5
澱
（
金
）

　
～
7
欝
（
鷺
）
濠
で

▼
会
場
蓑
團
立
妙
嵩
少
無
潔
然
の
家

▼
参
撫
資
格
嚢
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
に
関
心
の
あ
る
爲
歳
以
上
の
勇
女

　
器
名

▼
参
撫
費
胴
鐸
2
万
3
千
円
く
受
講

　
料
、
宿
泊
食
費
、
諸
経
費
等
）

▼
硝
込
方
法
舞
参
撫
を
希
望
爵
れ
る

方
に
は
募
集
要
項
を
お
送
り
し
ま

麿
ノ
鳴
艶
図
0
2
5
！
2
6
8
－
2

6
エ
8
　
櫨
木
ま
で

す
の
で
、
次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
率
臼
町
労
働
基
準
監
督
署

職
場
は
、
す
べ
て
週
鱒
時
間
労
働
舗

　
平
成
攣
隼
4
月
1
欝
か
ら
、
す
べ

て
の
事
薬
場
（
商
業
、
映
画
・
演
園

叢
、
保
健
衛
生
業
、
接
客
娯
楽
薬
の

事
業
の
う
ち
、
従
業
磯
が
鎗
人
宋
満

の
規
模
の
事
業
場
を
除
き
濠
す
〉
に

週
4
0
時
間
労
働
綱
が
適
驚
さ
れ
、
理

雀
ま
で
に
9
翻
近
く
の
懸
業
場
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
ゆ

　
週
垂
0
時
聞
労
働
翻
を
実
施
す
る
こ

と
は
、
従
業
轟
の
方
に
ゆ
と
り
と
ヤ

ル
覧
を
生
み
出
し
、
仕
事
の
効
率
も

ア
ツ
プ
～
な
ど
の
メ
リ
ツ
ト
が
た
く

さ
ん
あ
サ
豪
す
。
蒙
た
、
週
菊
縛
閥

曽
卿
曜
欝
㎜

撫覆

労
働
綱
の
定
欝
を
図
る
た
め
の
助
成

綱
度
も
あ
り
ま
す
ひ

　
詳
し
く
は
、
牽
鷺
購
労
働
墓
準
驚

督
薯
（
十
爲
町
市
宇
都
憲
9
番
地
）

費
0
2
5
7
…
5
2
－
2
0
7
9
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

驚
響
園
、

　
　
　
　
　
県
交
還
事
故
相
談
所

　
集
で
は
、

交
通
事
故
被
　
　
爾
熱
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　
踏
曹
』

潔
暑
の
救
済
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
論

と
援
護
の
た

め
、
常
設
の

根
談
漸
を
闇

設
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、

遠
騙
地
等
の
方
々
の
た
め
に
、
移
動

獺
談
所
も
闇
設
し
て
い
ま
す
。
平
成

鎗
年
度
の
移
動
相
談
燐
は
次
の
と
お

9
で
す
。
お
黛
軽
に
穂
罵
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
壁
十
環
購
驚
役
所

▼
開
設
鑓
隠
鱈
鐘
月
第
2
月
曜
藏

　
【
4
月
鴛
撫
、
5
湧
n
欝
、
6
瑠

　
8
鷺
、
7
月
欝
欝
、
8
月
m
縫
、

　
9
月
溢
欝
、
紛
月
1
2
鑓
、
難
月
9

　
霞
、
鴛
月
M
欝
、
i
月
難
総
、
2

　
月
8
研
、
3
月
8
賑
一
た
だ
し
、

　
9
月
は
第
3
月
曜
臼
と
な
り
藪
す
．

▼
周
い
禽
わ
せ
先
蓑
薪
潟
膿
交
通
纂

　
故
相
談
勝
（
県
庁
内
）
餐
0
2
5

　
－
2
8
5
…
5
5
1
三
ハ
内
線
3

　
9
7
2
、
3
9
7
3
）

「臓奪幾新潟購購総舗談センターの轍睡
旨§談種鷺彗汁疑談薮い蟹談輔繍談則
ロろ鋼紅月一禦い：・o一玉71延センと蜷灘
1纏門樽談毒準譜讐1、，，，。～、、，，鋸弁護士1。

薩事纂雛暑1　二雁，，顯輯1
降金憾二第王火細r王3　玉5：3・に撚険癒コ1

蔭養簿3耀勇　　嬢養麟1
睡議毒灘蕪：淵荘簿碁
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ

平成憩隼度の穏談8程が決まりました。お気軽にご利罵ください。

　（総曜・祝鷺・年来年始はお妹み。櫓談内容は秘密厳等。電話・面接・手紙のいずれも斑）

…
…
E
…
…
…
事
ー
…
…
…
ー
…
ー
…
…
…
…
」

搬
誌
0
2
5
－
2
8
5
…
4
王
6
5
　
、
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欲叢i米驚泌鰐該

　　　　慧繊瓢，・
　親の纏

広報
今年は町制施行40周年

発行薪〆解成憩年4月10縫　縮集・発響／松之毒購役場総務謙

ぞ942－M92　新潟察東頸壊郡松之寅驚大字松之出駕翅一2　TELβ2559一一6一雛鍍　FAXO2559－6｝3515

寒卒業”6年問ありがとうございました3／25槻劇・学櫛鰍

今月号の主な内審

平成王o庫度予算と主な事業…　一… ・・2～5

下承遵事業の～部追撫｛共綿購婚… 趣
♂～6

みんなの広場／新任の先愈方紹介・・一一・一一8～9

簿の詣題／町内で卒業式、雪割箪展塗会…t…畷0～難

湯鳥だより、シリーズ広域広報…　　　・……・鴛～13

お1矯らせ／ふるさと畢の運：行… …慧～欝

圃圏回團
お《糟ゐ（躍窟》

由岸　セツさん　77歳　新　山（林〉

宮澤則子さん6王歳松之山く松華堂／

※2月1欝から2月289までの麗出分です。

※広報鑓載せてほしくない方は、届鐵のと

き紅窓口にお謡ください。

町の動き
3月1欝現在

総人口3，360人〈一3〉

　男三，639人（ω

　女1，72ユ人（一3〉

繊帯数i，拷5戸（＋P

〈　）内は髄月との此較

、、ゆ

町民憲章，、総，年，，漏定

わたしたちは松之山町機です倉郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしようロ

購渓」）合欝葉

1、薬しい緑と雪の中で
　・£ノ豊力＞なノ＼になろう

1、ブナの樽が触れ禽うように

　連帯の心をもとう
　　　　ンみ1、湧きいづる湯祭のよう1こ

　　創造のカを高ダ）よう

温泉定休目
欝　1温泉センター1翠の湯

3月1晶：ll！冬期休業

4月1晶●16115・3・

駄 難

ぽくの絵わたしの絵　松之山保育所

　
働
濫
欝

瓢
9
　
　
　
　
〆

輿
難
ジ
．

弱　〈うさぎ組〉
し　　叔はらuうた
番　橿原祥太くん
翼
　　（小谷・1平照〉

　ボールであそんでいるところ

ぽくとまもるくんとけんたくんの3人であそ

んでいるところです。まん中のぽくの顔がじょ

うずに書けました。

こよみ

◆2月のできごと

8臼　松之山スキー競技会

9臼　議会経済建設委曼会

　　（～憩騒まで〉

13段　集落総代・農家総合長会

　議（自然休養村センター）

玉6霞　議会総務罠生委員会

　　（～i7ε…まで）

鍵

20揖　農業委員会総会

　　議員懇話会

◆3月無環～4月総日の予定

2引ヨ　町内小掌校卒業式

26臼犬・猫引き取り

27臼　松塁保育所卒園式

　松之山・浦懸保膏所卒園式

6猿　町内小・申学校入学式

7顕　i斑内保育所入園式

奏

∪
蓼

訂
正
と
お
わ
ぴ

　
先
月
号
拍
ぺ
ー
ジ
の
町
滴
防
串
初

め
式
の
中
で
、
　
『
飯
塚
天
和
灘
長
輪

は
『
飯
塚
正
報
慈
藻
賑
の
誤
り
で
し

た
。
訂
覇
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
▼
さ
あ
、
春
で
す
。
今
年
の
冬
は

い
つ
も
の
無
よ
り
短
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
ひ
正
月
に
は
雪
が
無
く
、
本
格

的
に
雪
が
降
っ
た
の
は
一
月
中
旬
か

ら
約
一
か
月
。
そ
の
後
春
の
陽
気
が

続
き
、
二
月
を
飛
び
越
し
一
餓
に
三

月
紅
な
っ
た
感
じ
で
す
。
▼
先
嚴
、

ま
だ
一
㌶
以
上
あ
る
雪
の
問
か
ら
フ

キ
ノ
ト
ウ
が
顔
を
出
し
て
い
る
の
を

見
つ
け
ま
し
た
。
単
速
、
採
っ
て
き

て
フ
キ
ノ
ト
ウ
み
そ
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
た
た
か
い
ご
飯
に
フ
キ
ノ

ト
ウ
は
最
山
燭
で
し
た
、
こ
れ
か
ら
山

菜
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
と
、
晩
酌

も
ま
た
一
杯
多
く
な
り
そ
う
燐
、
す
。

編
集
室
か
ら

’6
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